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てたあに行干J

プ レス トレス トコンク リー トエ 法 が 我 が 国 で実 用 化 され る よ うに な りま して 、 35

年 が経 過 し ま した。

この 間 、 プ レス トレス トコンク リー ト構 造 は 、 枕 木 ,電 柱 な どの製 品 か ら始 ま り、

橋 梁 ,上 下 水 道 施 設 ,貯蔵 容 器 ,河 海 構 造 物 ,舗 装 (道 路 ,空 港 ),防 災 施 設 (ス

ノ ー シ ェ ッ ド,ロ ック シェ ッ ド,ス ノ ー シェ ル タ ー ),建 築 な ど、広 い 分 野 に わ た

って 多 用 され て お りま す。

当協 会 は 、上 記 の各 種 構 造 物 に つ い て の 実 施 例 を紹 介 し、 この種 構 造 物 を計 画・

設 計 す る に あ た って留 意 す べ き要 点 を分 りや す くす るた めの「 プ レス トレス トコ ン

ク リー ト構 造 物 実 例 集 」 を llk次 、刊 行 す る こ と と して お りま す 。

本 編 は 、 その 第 1編 として 、 橋 梁 分 野 の 内 、単 純 桁 に つ い て編 さん した もの で あ

りま す 。

橋 梁 分 野 に お きま しては 、既 に建 設 省 を始 め と して 、公 共 事 業体 御 当局 よ り、 ポ

ス トテ ン シ ョン桁 標 準 設計 図 集 が 発 行 され て お り、 ま た 、 プ レテ ン シ ョン桁 に つ い

て は 、 JIS断 面 が規 定 され て い る こ とは 御 高 承 の とお りで あ ります 。

しか しな が ら、橋 梁 が道 路 線 形 の 一 部 と して考 え られ る場 合 、平 面・ 縦 断 曲 線 の

関 係 か ら、 単 純 に標 準 設計 図 (ま たは JIS断 面 )を 準 用 す る こ とが 困 難 な場 合 も少

な くあ りま せ ん 。

この よ うな場 合 、 や や もす れ ば 、 プ レス トレス トコ ンク リー ト構 造 の採 用 を遼 巡

す る傾 向 が 見 受 け られ ます が 、 コ ン ク リー トの 性 質 上 、型 枠 が 組 立 て られ る もの は

す べ て プ レス トレス トコ ン ク リー トエ 法 の 適 用 が可 能 で あ り、 現 地 条 件 に合 わ せ た

適 切 な計 画・ 設 計 の 手 法 を用 い る こ とに よ り、標 準 設 計 を そ の ま ま用 い た場 合 と殆

ど大 差 の な い工 費 で建 造 す る こ とが で きま す 。

この よ うな実 状 に鑑 み 、 これ らの 特 殊 な 事 例 に つ い て 、分 りや す く、使 い や す い

形 に 本編 を取 りま とめ 、需 要 者 各 位 の御 参 考 に供 す る こ と と した次 第 で あ ります 。

伺 卒 、 プ レス トレス トコ ン ク リー ト構 造 物 (ま た は製 品 )に つ きま して 、一 層 の

御 理 解 と御 採 用 を賜 わ ります よ うお 願 い 申 し上 げ ます 。

昭 和 63年 3月

社団法人  プレス トレス ト・コンクリー ト建設 業協会

会 長  山  崎  釘J 秋
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第 1章 曲線区間にある橋梁



第 1章 曲線 区間にある橋梁

概  要

曲線 区 間内の橋梁 は 、横 断勾配 の処 理 とシフ ト量 の処 理 をいか にす るかが重

要 で あ る。

曲線 区間 内 に橋梁 を計画 す る場合

1.直 桁 を架 設 し床版 な どで曲線 形状 を処 理す る方 法。

2.曲 線 に合 せ て主 桁 を曲げ て曲線形状 を処理 す る方 法。

以上 2つ の方 法が考 え られ る。

(1)支 間 が短 かい場合 (L<21m)

A)工 場製品 (プ レテ ン シ ョン桁 )

工 場製 品 で ある JIS桁 や建設 省制定中空桁 な どプ レテ ンシ ョン桁 を用

い る場合 。

工場製 品 で あるため製作 長 さに制 限 があ り I桁 は 135m,T桁 は 21.60

m,中 空桁 は 21.6mで あ る。 プ レテ ンシ ョン桁 は PC鋼 線 を直線 に緊張 し

て製作 す るた め曲線桁 を作 るこ とは で きない。従 って 、 プ レテ ンシ ョン桁

を利用 した曲線橋 では桁 の上縁 に張 出 し床版 な どを設 けて曲線形状 とする。

B)現 地 製 作 桁 (ポ ス トテ ン シ ョン プ レキ

ポ ス トテ ン シ ョンプ レキ ャス ト桁 は 、

が 経 済 的 で あ り、建 設 省 標 準 設 計 は 支 間

こ こで は適 用 外 で あ るた め記 述 しな い

ャス ト桁 )

支 間 20m以 上 の場 合 に用 い るの

20m以 上 か ら集 録 され て い る。

C)場 所打 ち (支 保工 )桁

橋梁 の平面形状 は支 保工 上 で形成 で きるた め、いか な る形状 の橋梁 で も

施工 す る ことがで きるが捩 り剛度 が大 きい断面形状 とな る。構造形式 は、

曲線 半径 と支 間長 に よ って決 ま る。曲線半径 が大 きい と きは中空床版 橋 に

す る。曲線半径 が小 さい ときは、箱桁 とす る。

中空床版 橋 では中空 断面 に円筒型 枠材 を用 い る。

曲線半径 が小 さい と円筒型 枠材の長 さが短 か くな り、経済性 、施工性 か

ら、箱桁形式 に劣 る。

場 所打 ちの構造形式 であ るた め PC鋼 材の緊張 は桁 端 か ら行 う。 また、

パ ラペ ッ トは後打 ちとな る。

景観上 は 、プ レキ ャス ト桁 よ り場所打 ちに した方 が優 れ るが場所打 ちで

あ るため一般 に次 の条 件 を満足 す る必 要が あ る。

1.河 床 の地盤 が良好 で支 保工 の基礎 が経 済 的 にで きるこ と。

2.河 川 に於 ては出 水 の時期 をはず して施工 で きる こ と。

3.桁 下空 間が経済 的 な高 さ 15m以 下 で あ るこ と。

- 1 -



(2)支 間が長 い場 合 (21m<L)

A)工 場製 品 (プ レテ ン シ ョン桁 )

支間が 21mを 越 え るため、一般 に プ レテ ンシ ョン桁 は この範 囲 外 であ

る。運搬 が で きる場所 に架 設 され る場合 は プ レテ ンシ ョン桁 を考 えて も良

い 。

B)現 地製作 桁 (ポ ス トテ ンシ ョンプ レキ ャス ト桁 )

桁 の製 作 場 所 が現地 にあ る場 合 は 、現地 で桁 を作 るポス トテ ンシ ョン方

式 の プ レキ ャス ト桁 を用い る。 (T桁 , I桁 )

ポス トテ ン シ ョンプ レキ ャス ト桁 は直線 に造 る (理 由 は、架 設 の作 業性 、

架 設桁 の能 力 、曲線性状か ら来 る種 々の制約 を受 け るた めであ る )。 また、

プ レテ ン シ ョン桁 と同様、曲線 橋 で は桁 の上縁 に張 出 し床版 な どを設 けて

曲線 形状 を形 成 す る。

支 間の長 さ と半 径 の大 きさか らも必然 的 に制約 を受 け る。

注)架 設工 法か ら来 る制 約 に対 しては経済 的 に優 利 な構造物 を作 る目的

で、張 出 し工 法 、押 出 し工 法 な どがあるがこれは第2編 に記 述 す る。

C)場 所打 ち (支 保 工 )桁

支 間 が 長 くな る と (30m<L≦ 45m)断 面 は捩 り岡1度 が大 きい箱 桁 とす

る。

プ レキ ャス ト桁 を架 設 す る場 合 と比 較 して 曲線 に対 応 しや す く、 道 路 線

形 に合 せ て 曲 線 桁 とす るこ とが容 易 に で き る。

橋 面 勾 配 に 合 せ て主 桁 を傾 け る こ とが で き るた め 、死 荷 重 で あ る舗 装 厚

を薄 くす る こ とが で き るな どの 利 点 が あ る (曲 線 橋 に つ い て は項 を改 め て

後 に記 述 す る。 こ こで は プ レキ ャス ト桁 を対 象 として考 え る )。

参考)平 面 シ フ ト量 の処 理につ い て

平面 シ フ ト量 は、概ね次式 に よ

f=会

り求 め られ る。

f=シ フ ト量

″=弦 の長 さ

R=曲 線 半 径

- 2 -



つ ま リシ フ ト量 は半 径 Rと 弦 の 長 さに よ って決 ま る。 同 じ半 径 で も弦

の 長 さが短 い場 合 、 シ フ ト量 は小 さ くな る。 また 、弦 が長 くて も半 径 が

大 き くな る とシ フ ト量 は小 さ くな る。 この こ とか ら次 の 表 の よ うに な る。

シ フ ト量 半 径 R 弦 の長 さ′ 橋 の 形 式

/1ヽ   さ  い 大 短  い
プレテンションプレキ ャス ト桁、

または場所打 ちの床版橋

/Jヽ さ い 大 長  い ポス トテンシ ョンプ レキ ャス ト桁

大  き い /」 ヽ 長  い
ポス トテンシ ョンプレキャス ト桁、

または場所打 ちの桁

大  き い /」ヽ 短  い
ポス トテンシ ョンプ レキ ャス ト桁 、

または場所打 ちの桁

- 3 -



1-1.平 面 シフ ト量 が小 さい場合 (張 出 し量 50c■l以 下 )

概  要

平 面 シフ ト量 が小 さい状態 とは厳密 には円曲線 区間で生 じる言 葉 で あ るが、

道路 は円曲線 区間 があれ ば その両 隣 には ク ロソィ ド区間 を設 け るのが普通 であ

る。 ク ロソイ ド区 間内に於 て も張 出 し量 が 5 0 clll以 下 の場合 は この項 を参考 に

す るこ とがで きる。

A)工 場製 品 (プ レテンシ ョン桁 )

I桁 (JIS A 5313)、 建設省制定 中空桁 は鋼 製型 枠 を利用 してい るため、

差 し筋 が で きないので上縁 にイ ンサ ー トを設 けて下図の よ うに鉄筋 コ ンク リー

ト構 造 として処 理 す る。

A― A

T桁 (JIS A 5316)は 鋼製 型枠 で製 作 す るが差 し筋 が可能 で、次の B)の ポ

ス トテンションT桁 に準 ず る。

B)現 地製作 桁 (ポ ス トテ ン シ ョンプ レキ ャス ト桁 )

T桁 の場合 、張 出 し床 版 は鉄筋 コ ンク リー ト構 造 で処 理 す る。

横締 鋼 材 は 、桁 上縁端 で定着 し張 出 し部 まで伸 ば さない。

C)場 所打 ち (支 保工 )桁

S字 曲線 区間 や橋梁 の一 部分 に曲線 区 間が入 り、曲線 橋 とす るよ りも直線 桁

として主 桁上縁 で 、 シフ ト量 を処 理 す る方 が施工 上経済 的 にな るこ とが あ る。

この場 合 、主版 巾は一定 と して張 出 し床 版長 さを変化 させ幅員 を構 成 す る。

支間 が短 い時 、床版橋 が多 く利用 され てい る。 は っき りとした定 説 はな く、

構 造性 、施工 性 、経済性 か ら決 ま る。

インサー ト又は鉄筋継手

1張出し床版 |

D13～ D19
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1)カ ン トが あ ま りな く直 線 区 間 と考 え られ る状 態 で (半 径 Rが 大 きい と き )

平 面 シ フ ト量 が 小 さい場 △
,口

この ときは 、地覆 の水切 り巾 で調整 で きる範 囲 であれ ば 、主 版 を一定 と

た直線 桁 とす る。

L     :L    l
1     11     :
:     :L    ¬

1     11     :

地 覆 の水 切 り巾 で処 理 で きな い と きは張 出

主 版 巾 は一 定 な直 線 桁 とす る。

(上 図 )

2)カ ン ト iが 、 i≦ 3%で 平面 シフ ト量 が小 さい場合

主版 を直線 とす るか、曲線 に合 せ るかの 2つ の方 法が考 え られ る。

主版 が直線 の場合

主版 巾は一 定 な直線 とし、橋面 の曲線形状 は張出 し床 版 で処 理 し、カン トは

舗装 で処 理 す る。 この と きカ ン トは 3%で あ って も幅員 が広 くな る と舗装厚

さが厚 くな り、不経 済 に な る場合 が あ る。 この ときは主版 を曲線 に合 せ る。

主版 が曲線 の場合 、中空型 枠 の配置 を下図の よ うにす る方 が良 い。

し床 版 で 処 理 す る 。

一
ヱ

ヽ

代

ｕ

面

旦

重 ≡
中空型枠 の ふ たは上 図 の よ うに直 角 にす

主版 巾一 定 、主版 高一 定 とす る。

:     ]l     l

―

l     l
l     l 1     1

-1     1
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3)カ ン ト iが 、 1>3%で 平 面 シ フ トが小 さい場合

主 版 巾 を一定 とし、曲線形 状 に合せ た曲線版 とす る。

カ ン トに合 せて版 上縁 で勾配 を とらせ る。舗 装厚 さをな るべ く最小 にす る。

中空型枠 は 2)と 同じく、軸線 に直角 にな るよ うに、ふ た を設 け る。 また、

PC鋼 材 の配 置が無 理 な くで き るこ とを確認 しておかね ばな らない。

1)、 2)、 3)い ずれの場合 も床版 は鉄筋 コンク リー ト構 造 とす る。
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種  別  1-1

図 -1

本橋 は 、曲線 半径 50m区 間 にあ り、桁 は プ レテ ンシ ョン方式 の I桁 で あ る。

桁長 が 12m900で あ り平面 シフ トが比較 的小 さ く張 出 し部 に輪荷重 が載 荷 され

ない の で地覆 と一体 で処 理 した。

また 、斜角が左右逆 角度 であ るた め桁長 が各 桁 変 化 してい るの で 、横 締 は両

耳桁 の支 間中心 を軸 に して直角 に配 置 し、端 部 で変 化 させ て処理 してい る。

図 -2

平面 曲線 R=60m区 間 に あ る橋梁 をプ レテ ン シ ョン方式 T桁 橋 で架設 した橋

であ る。

本橋 は横 断勾配 が 6%(片 勾配 )で あ るので 、主 桁の上 フ ランジに 6%の 余

盛 を行 った。

この余盛 の影響 で フ ランジの床版 厚 が右 は 16011m、 左 は 2 0 5 1nlllと 変化 してい

る。

平 面 シフ トを処 理す るた めの張 出 し部 の長 さは中間部 に於 いて最 も厳 しい も

の に な るが 、桁上縁 に片 勾 配の余盛 を設 けたた め、耳桁 の床版厚 が増加 してい

るの で 、 RC構 造 として対処 で きた。

図 -3

本橋 は R=130mの 曲線 区 間 に計画 され た橋梁 で あ る。 プ レテ ン シ ョン T桁

を等 間隔 に平行 に配置 し、曲線 調整 は場 所打 ちに よる張 出 し床版 で行 い RC構

造 と した。

横 断勾 配 (2%)は 変 化 しないの で 、主桁 は桁軸 直角方 向 に レベル に据 え付

けて 、舗 装厚 で調整 した。

また 、張 出 し長 さが大 き くな る曲線 内側支点 部 には支点横 桁 を外側 に張 出 し

て処 理 した。

図 -4

本橋 は R=100mの 曲線 区間 に計画 され た橋 梁 で あ る。 プ レテ ン シ ョン T桁

を等 間隔 に平行 に配置 し、曲線 調整 は場 所打 ちに よ る張 出 し床版 で行 い 、 RC

構造 とした。

横 断勾配が 5%の 区 間 に あ るの で主桁 の上 フ ランジ厚 さを変化 させ て 、桁上

面 に余盛 をして 3%の 片 勾 配 をつ け、主 桁 は 2%傾 斜 させ て据 え付 けた。
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図 -5

本橋 は緩和 曲線 A=50mの ク ロソィ ド区間、直線 区間 を経 て、 ク ロソ イ ド区

間 に変 化す る S字 曲線 部分 に計画 された橋梁 であ る。

プ レテ ンシ ョン中空 桁 を等間 隔 に平行 に配置 し、ス ラブの厚 さは桁高 と同 じ

厚 さで その まま張 出 して地 覆 と一体 化 して張出 し部 を処 理 し、曲線 調整 を行 な

った。

張 出 し部 は主桁 の差 し筋 に イ ンサ ー トを用 い RC構 造 とした。

横 断 勾配 に対 しては主 桁斜角 方向 に 1.558%傾 斜 させ て据 え付 け、残 りを舗

装厚 で調整 した。

斜 角 が小 さい た め、中 間横桁 は桁軸 直 角方向 、支点横 桁 は支承 線方 向 に配置

した。

図 -6

本橋 は R=80mの 曲線 区 間に計画 され た橋梁 で あ る。

プ レテ ンシ ョン中空 桁 を等 間隔 に平行 に配置 し、ス ラ ブ厚 は桁 高厚 さその ま

まを延 長 して張 出 し部 を処 理 し、曲線 調整 を行 な ってい る。

張 出 し部 、お よびば ち部 は主 桁 に埋 め込 んだ イ ンサ ー トか ら取 合鉄筋 を出 し

て RC構 造 とした。

横 断勾配 (ほ ぼ 4%片 勾 配 )に 対 しては、 主桁 を斜 角方向 に 2.95%傾 斜 させ

て据 え付 け、残 りを舗 装厚 で調整 した。

また、 ば ち部下縁 は桁軸 直角 方 向に レベル として舗装厚 を減少 させ た。

斜 角 が小 さいた め、中 間横桁 は桁軸 直角方向 とし、支点横桁 は支承線 方 向 に

配置 した。

図 -7

本橋 は曲線 半径 150m区 間に計画 され た もので 、主桁 は ポス トテ ンシ ョン万

式 の プ レキ ャス トT桁 であ る。

平 面 シフ トに対 す る処 理 は床 版 のみ で対処 し、構 造 は軸 力 を考 慮 した RC構

造 とした。

一方 、横 断勾配 が 8%～ 9%区 間 であ るため、舗 装厚 を軽減 し、主桁 に対 す

る荷 重 を少 な くす るた め、 本橋 では主桁 フランジを 8%傾 けて施工 した。 (標

準 では 6%ま で としてい る )

なお 、主桁 フランジ を 8%傾 け るた め、主 桁 は検 討 を行 い安全 で あ るこ とを

確認 してい る。
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図 -8

本 橋 は R=220mの 曲線 区 間 に 計 画 され た橋 梁 で あ る。

ポ ス トテ ン シ ョン T桁 を 等 間 隔 に 平 行 配 置 し、 耳 桁上 縁 の 張 出 し床 版 長 で曲

線 調 整 を行 った 。

張 出 し床 版 に は横 締 鋼 材 を延 長 して配 置 し PC構 造 と した 。

ま た 、張 出 し長 さの 大 き い部 分 に は PC構 棒 を追 加 配 置 した。

横 断 勾 配 に対 して は 、主 桁 の上 フ ラ ン ジ を 4%傾 斜 させ て製 作 し、主 桁 は約

1.2%傾 け て据 え付 け 、桁 上 面 勾 配 を 52%と し 、残 りを舗 装 厚 で 調 整 して い

る。

図 -9

本 橋 は R=50mの S字 曲 線 区 間 に 計 画 され た橋 梁 で あ る。

曲 線 調 整 は 、主 版 巾 を一 定 と して直 線 配 置 し、両 側 の張 出 し床 版 長 さ を変 化

させ る こ とに よ って処 理 し て い る。

横 断 勾 配 につ い て は 、桁 高 一 定 と し、 桁軸 方 向 を 0.209%、 桁 軸 直 角 方 向 を レ

ベ ル と して据 え付 け 、舗 装 厚 を変 化 させ る こ とに よ って調 整 した。

桁 端 部 で輪 荷 重 が載 荷 す る所 は主 版 か ら張 出 し横 桁 の 形 で拡 巾 して 、張 出 し

床 版 長 さ を短 か くした。また 、鋭 角 部 の張 出 し床 版 端 部 は補 強 が困 難 な た め 、パ

ラペ ッ トの直 角 方 向 に切 断 した 。

Al,A2橋 台 の斜 角 が異 な るた め主 版 部 が台 形 に な る。 従 って 、 円筒 型 枠 の

長 さ を変 化 させ て調整 した 。

図 -10

本 橋 は緩 和 区 間 A=50の ク ロソ イ ド区 間 と半 径 R=60mの 曲線 区 間 に 計 画 さ

れ た 橋 梁 で あ る。

線 形 に対 して 、主 桁 は平 面 形 状 に合 わ せ た曲 線 桁 とした 。 拡 巾 に 対 して は左

右 各 々上 フ ラ ン ジ張 出 し長 さを一 定 と し 、主 版 巾 は 曲線 内 側 に拡 巾 変 化 させ て

処 理 した 。

横 断 勾 配 が 1.5%か ら 6%の 片 勾 配 に 変 化 す るの で 、主 桁 を片 勾 配 に合 わ す

こ とで舗 装 厚 を一 定 と した 。 (桁 高 一 定 )

図 ― H

平 面 線 形 が直 線 か らク ロ ソ イ ド単 円 (半 径 R=50m)の 間 に計 画 され た橋 梁

で あ る。

本 橋 は全 支 保 工 に よ る 3室箱 桁 で 施 工 した。
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平 面 シフ ト量 が比較 的少 ないの で主 桁 は直線 に配 置 し、 シフ トは張 出 し床版

長 さで処 理 した。

床版 は 3室 箱桁 で支 間 も短 いの で RC構 造 としてい る。

図 -12

本橋 は 、橋長 lHmの 場 所打 ち箱桁 の 3径 間連 続 桁 であ る。

平 面線 形 は曲線 半径 R=482.48mで あ る。最大 支 間長 45mの 区 間にお け るシ

フ ト量 は 0600m程 度 と比 較的少 ないの で箱桁 を曲線 な りに製作 し、片 持 張出

し床版 は一定 として処 理 した。

一 方 、幅員 変化 に対 す る処理 は主版 巾 を変化 させ て対処 してい る。
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1-2.平 面 シフ ト量 が大 きい場合

概  要

平 面 シフ ト量 が大 きい場合 に注 意 す る点 は、床 版 の張 出 し量 の処 理 と床版 を

長 く張 出 した こ とに対 す る主桁 の影 響及 び反力 の影響 な ど も考慮 し、荷 重 が無

理 な く分 配 され 、全体 の構 造が安 定 した もの であ ることを確認 せ ね ばな らない。

平 面 シフ ト量 が大 きい場合 は 、 フ ローチ ャー トに従 って検討 す る。

A)工 場製品 (プレテンション桁 )、 B)現地製作桁 (ポス トテンションプレキャス ト桁 )の 場合

1)張 出 し床版 で処 理 で きるか。 で きる    で きない

L図 ①    L-2)に 流れ る

2)桁上縁 を切欠 き桁 を外側に移動 し、張出し床版で処理する。

で きる

L図 ②

3)主 桁 か ら張 出 し横 桁 を設 け て床 版 で処 理 す る。

で きな い

L3)に 流 れ る

で き る で きな い

L図 ③ L-4)に 流 れ る

4)デ ッ ドス ペ ー ス を設 け て処 理 す る。

L図 ④

図① 張出し床版で処理する場合

張 出 し床 版 は プ レス トレス トコ ンク リー ト構造 、

または軸 力 が あ る鉄 筋 コンク リー ト構 造 とす る。

図②  桁 を切 り欠 き処 理す る場 合

張 出 し床版 長 さを小 さくす るた めに、桁端 の張出 し床 版 の一 部 を切 り欠

く方 法が あ る。

(次 図参照 )

この場 合 張 出 し床 版 の構 造 は 、 プ レス トレス トコンク リー ト構 造 とす る

場合 と鉄 筋 コ ンク リー ト構 造 とす る場合 が あ る。

PC鋼材

張 出 し床 版
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ヒ Ⅱ

Ⅱ― Ⅱ断面

プ レテ ンシ ョン桁の場合 、張 出 し長 さが大 きくな る と施工 が で きない場

合 が あ る。 また、死荷 重が増 加 す るこ とによ り桁 の ランクが上 る場合 が あ

るの で 、注意 が必要 で あ る。

図③ 桁から張出し横桁 (ブ ラケット)を 設けて床版で処理する場合

A― A

図④  デ ッ ドスペ ースを設 ける場合

支間が長 く、張出 し床版 のみで、曲線形

は、デ ッ ドスペースを橋梁 区間 内に取 り入

場合 もあ る。

状 を満足 す るこ とが困難 な場 合

れ て設計す る方 が経 済 的 にな る

張出し床版

A¬

ブラケ ッ ト
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C)場 所打 ち (支 保工 )桁

シ フ ト量 が大 きい とき、床版 橋 で処 理 で きる範 囲か、箱桁 としな くては な ら

ないか は、は っ き り定 量的 に決 め る ことは困難 で あ る。 ここでは床 版 橋 と箱桁

橋 につい て記 す。

1)床 版 橋 の場合

シフ ト量 が大 きい こ とはカ ン トもあ る程度 以上 にな る ときで あ る。 この た

め主 版 巾は一 定 とし、曲線形 状 に合 わせ上縁 は傾斜 させ て舗装厚 さを最小 に

な るよ うにす るが 、 シフ ト量 が大 きい ため、中空型枠 の処 理方 法 に注意 を し

な くてはな らな い。

中空型枠 は直線配置 が原則 で あ る。 もし曲線 にす る と加工 が大 変 で経済 的

に高 くな る。

また、ふ たは軸線 に直 角 とす る。 中空型枠長 さは短 くし、横 桁 (隔 壁 )が

多 く入 る構 造 にな る。 PC鋼 材 は曲線 配置 とす るため、被 りが充 分 あ る空 間

確 保 に注意 しな くてはな らない。

中空床版 橋 は桁高 に制 限が あ る以 外利用 していない。桁 高の制 限 を満足 し

な くてはな らない場合 は 、デ ッ ドスペ ース を設 けた方 が経 済的 に な る ときが

あ るの で検 討 に値 す る。

斜線 =デ ッ ドスペース

縮
嬰

К
■
睡
枢

鴨
」
Ｈ

ＩＩＸ‐
Ⅲ

‐‐Ｏ‐
側
旧

‐‐Ｘ‐
Ｈ
ｒ

刊

2)箱 桁橋 の場 合

箱 桁 の場 合 、下縁 、腹 部 まで コ ンク リー

枠 を組 み 、鉄筋 の配筋 を行 う。

上 床版 の型枠 は下床版 か ら支柱 で支 え ら

完成後 に取 り除 く必要 が ある。 この制約 か

高 は極端 に低 くで きない 6

-般 に直橋 では支間が長 く桁 高 制限 をし

桁高 の制限 に関係 な く殆 ど箱桁 が利用 され

卜を打 ち込 み ,養 生 の 後 上 縁 の 型

れ て お り、 この 支柱 は 必 らず床 版

ら最 小 作 業 空 間 が必 要 で あ り、桁

た い と きに用 い るが 、 曲 線 橋 で は

て い る。

EI====コ
E二二 三 二

=コE二
=二

■
=コE===二
=コE=三 二

=ニ コ
E===二

=コ

E====ニ コ
E三二

=三
ニ コ

E三二 二
==コE=====コ

E==三 二 ニ コ

E==三 二 ニ コ
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半 径 200m以 上交角 30° ま での曲線 箱 桁 は曲線長 を支間 とした直橋 に置換

し、全 巾 に主載 荷重 を満載 して計算 を行 う。 これ よ り小 さい橋 では曲線 橋 と

して解析 す る。

また 、 プ レス トレスは全断面一 様 に導入 で きるよ うに配置 す る と同時 に、

プ レス トレスの軸線 と曲線桁 の軸 線 が一致 す るよ うに決 め る。

PC鋼 材 は曲線 に合せ て配 置 す るた め、緊張 力 の損失 は鉛直 方 向 と水平方

向 の和 を考 えな くてはな らない。

支承 は方 向性 がない こ とと撓 み を充 分 に吸収 で きる構 造 の もの が望 ま しく、

高反 力 の支承 に多 くの実績 が あ る、 ゴ ム系 の リング沓 が望 ま しい。

PC鋼 材 は緊張力の大 きい もの を数少 な く使 用 し端部 定着 とす る方 が良 い。

上縁 に定着 を行 うと床版 が鉄筋 コ ンク リー トの場合鉄筋 を切 断 しな くてはな

らず 施工 性 に問題 が残 る。 この こ とか ら曲げ上 げ定着 が必 要 な場 合 、床版 の

支 間 が長 く、鉄筋 コ ンク リー ト構 造 で は不経済 の とき、床 版 は プ レス トレス

トコ ンク リー ト構造 とす る。

シフ トよ リカ ン トの処 理に重点 を置 き張出 し床版長 さは一定 とす る。 しか

し、捩 リモ ーメ ン トが非常 に大 き くな る とき (半 径 が小 さ く、交 角 が大 きい

とき)は 道 路 中心線 よ り主桁 中心 線 を外側 に設 け、外側 の張 出 し床版 長 さを

内側 の張 出 し床 版長 さよ り短 くし捩 リモ ーメン トが小 さくな るよ うに考 え る。

回転 に対 しては端 部 の横桁 を外側 に張出 して安 定性 を求 めた り、内側 の端

横 桁 に鉛 直鋼棒 を配 置 し橋台 と緊 結 す る方 法が と られてい る。

プ レス トレス トコ ンク リー トで は PC鋼 材 を放物線状 に配置 す ると、次 の

効果 が あ るの で有利 な設 計が で きる。

qp=プ レス トレッシングによる分布力

(上 向 き)

qd=死荷重による分布荷重

(下 向 き)

P.cos αCOS α

P.sin α Posin α
この qpに よって捩 リモーメン トも小 さ

くなる。
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種  別  1-2

図 -1

本橋 は曲線 半径 R=345mの 曲線 区 間 に計画 された橋梁 であ る。

ス ラブ厚 さをその まま張 出 して張 出 し床版 とし、曲線 との調整 は RC構 造 と

した。

横断 勾配 に対 しては桁軸 直角 方 向 に主 桁 を約 3%傾 斜 させ て据 え付 け 、舗装

厚 さで調整 してい る。

横締 は主桁 直角 方向 に配 置 し、桁端 で は支承線 に平行 に配置 した。 また 、横

締子Lの 位 置 は各桁 共通 にな るよ うに考慮 した。

図 -2

本橋 は曲線 半径 R=50mの 曲線 区間 と緩 和曲線 A=36の ク ロソィ ド区 間 に計

画 された橋梁 であ る。

プ レテ ンシ ョン T桁 を等 間隔 に平行 配置 し、張 出 し床版 で曲線 調整 を行 い、

張 出 し床版 は PC鋼 材 を延 長 して緊張 してい る。

張 出 し長 が大 きい部 分 は 、張 出 し横 桁 を設 け、耳桁外側 に ブラケ ッ トを設置

して床版 を支持 した。 また 、張 出 し横 桁 、 ブラケ ッ ト部 に もPC鋼 材 を配 置 し

緊張 した。

横 断勾配 に対 しては勾配 が 70%～ 2.0%と 変化 す るた め桁上 面 に 3%の 勾配

をつ け、主 桁 を 2%傾 斜 させて据 え付 け、桁上面 勾配 を 5%と して残 りを舗装

厚 で調整 してい る。

図 -3

本橋 は平面 曲線 が R=30mで 斜角 が Al橋 台側 で道路 中心 に対 し 35° と非常 に

小 さな角度 とな ってい る。

主桁 は プ レテ ンシ ョン方 式の プ レキ ャス トT桁 を使用 し、平 面 シフ トに対す

る処 理 は、デ ッ ドスパ ース を設 け る ことに よ って見 かけ上 は斜角 60° の直線橋

とした。

一方横 断勾配 (片 勾配 i=8%)に 対 しては、舗装厚 を極 力低 減 す るた めに

主桁上 フラン ジに片勾配 812%の 余盛 を行 った。 この ため、主 桁床 版 の上 フラ

ンジの厚 さが左右 で 異 な った 。横締 鋼材 は構造上 、施工上 か ら主桁 上面 か ら一

定 の位 置 に配置 し な くて は な らな か っ た 。 この よ うに配置す ると、床 版 支間

中央 でス トレスが逆偏心 とな るの で通常 よ り多 くの プ レス トレス を導入 しな く

てはな らなか った。
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図 -4

単 曲線 区 間 (R=40m)に ある 2径 間 の プレテンション方式 中空桁 であ る。 ス

パ ン長 が比 較的短 いので シフ ト量 も少 な く、ほ とん どが地覆 と一体 として張 出

しの処 理 が可能 であ るが Al橋 台 部 にば ちが必 要 とな り、 部分 的に大 きな張 出

しが発 生 した。

この張 出 しの処 理は 、中空桁 であ るた め主 桁高 さの厚 さその まま を張 出 して

RC構 造 として対処 した。

横 断 勾配 に対 す る配慮 は 3%程 度 主桁 を傾 け ることに よ り舗装厚 の軽 減 を計

った。

図 -5

本橋 の特徴 は 、曲線 区間 の橋 梁 に主桁 を直線 に配置 して処 理 した た め、端部

に大 きい シフ ト量 が発生 した。 この処 理 に当た って中間横 桁 を標準 よ り多 く配

置 し、横 桁 と横 締 を張 出 し、端 部 まで延 ば し大 きい シフ トに対処 してい る。

図 -6

Sカ ー ブ区間 (R=30m～ 反転 R=30m)に あ る橋梁 にポス トテンション方式

の プ レキ ャス トT桁 を架 設 してい る。

平 面 シフ ト量 は Sカ ー ブの た めかな り大 きくな ってい る。

中 間部 の張 出 し部 は PC構 造 として耐 え得 る範 囲 まで基 本幅員 を部分 的 に拡

巾 した構 造 とした。

一 方 本橋 は ポス トテ ン シ ョンプ レキ ャス トT桁 であ るが 、現地 に一 本桁 とし

ての プ レキ ャス ト桁 を製作 す るヤ ー ドが ないた め、運搬 上 の こと も考慮 に入 れ

7ブ ロ ックに分割 し、 ブロ ックエ 法で架 設 した。

図 -7

本橋 は半径 R=150mの 曲線 区 間 に計画 された橋梁 で あ る。

ポス トテ ンシ ョンプ レキ ャス トT桁 を等間 隔に配置 し、耳桁上縁 に場所打 ち

の張 出 し床版 を設 け曲線 の調整 を行 い、張出 し床版 は RC構 造 とした。

張 出 し長 さが大 きい曲線 の内側 支点部 には 、支点横桁 を延長 して荷重 に耐 え

る構 造 とした。

支 間中央 に も横 桁 を配置 し、曲線 の外側部分 に ブラケ ッ トを設 け て床版 を支

持 した。(ブ ラケッ トはRC構 造 と した。)

横 断勾配 が最大 3%の 区 間 に あ るの で 、主桁の上フランジを 2.7%傾 斜 させ て

製作 し、主桁 は垂直 に据 え付 け た。 また、横桁 は橋台 に平行 に設 けた。
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図 -8

平 面的 に半径 R=105m区 間 に あ り斜 角 の影響 で、 A2橋台側に比 較的大 きな

張 出 し部 が生 じた例 で あ る。

本橋 は、ポス トテンション方式 の プ レキ ャス トT桁 の構造 で A2橋台側の張 出 し

の処 理 は副桁 を設 け る ことに よ って処理 した。

この副 桁 は PC構 造 で あ り耐久 性 に も優 れた もの であ る。

一方 、横断勾配 に対 す る処 理 は主 桁の上 フランジを 4%傾け、残 りは均 しコ ンク

リー トに よって行 った。

図 -9

この橋梁 は 、曲率半径 50mの 道路 が河 川 を鋭 角 (Al橋 台上約 55° ,A2橋 台上

約 25° )に 横 断 した地 点 に場所打 ち中空床版橋 を架設 した もので あ る。

道路 線形通 りに橋梁 を計画す ると A2橋台鋭角部の斜角 が 25° 程度 とな り、構 造

上望ましくない。従 って、斜角を 45° まで大 きくし,デ ッ ドスペ ース を設 け、設 計 、

施工 を容 易 に した例 で あ る。

曲線 橋 として施工 す るよ りこの方 が経 済的 にな った例 であ る。

図 -10

本橋 は 、曲線 半径 R=50mか らR=∞ 、 R=30mの Sカ ーブ区間に 計画 され た

橋 で あ る。河 川 の粗害 率 の 関係 か ら 1径 間 とす る必要が あ り、全 支 保工 (支 柱

式 )に よ るPC箱 桁 とな ってい る。

横 断勾 配が 6%の 片 勾配 か ら 2.5%の 片勾 配 に反転 してい るが 、 これ に対 し

ては主 桁 を勾配 に合 わせ る ことで舗 装厚 さを一定 とした。

また 、 Sカ ー ブ区間 に位 置す るの で捩 りを低減 し、反 力 のバ ラツキ を少 な く

す る目的 で主 桁 は直線 に配 置 した。 その ため、支 間中央部 の床版張 出 し量 が変

化 し、かつ両端部 では大 きなば ちが生 じた。 これ に対 して中央部床 版 は PC部

材 として対処 し、端部 の拡 巾に対 しては副桁 を設 けて対処 した。

図 ― H

本橋 は 、平面 曲率 半径 R=125mの 単 円区 間 に位置 し、県 道 を 52° の交角 で

跨 ぐ地点 に支 保工上 で製作 した場 所打 ち曲線 2室 箱桁橋 であ る。

この橋 の特徴 は 、県 道 に対す る建築限 界の関係 で桁高制 限 (H≦ 1,750m)と

橋長 に対 して制限 (支 間長 L=40m)を 受 け、 その桁高・ 支 間比 は 1:23に す

るこ とが必要 で あ った。
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Al・ A2橋 台 の斜 角 の度 合 は 、 橋長 の制 限 内でか つ反力に負の反力が生 じな い

状 態 を確 保で きるまで橋長 を長 くし、斜角 をゆ るや かに した。

図 -12

本橋 は 、曲線 半径 R=60mの 曲線 区間 と緩 和曲線 A=55の ク ロソ イ ド区 間 に

計画 され た橋梁 で あ る。

線 形 に対 しては主桁 下縁 巾 を一 定 として 、曲線形 状 に合 わせ た曲線 桁 と し、

拡 巾 に対 しては 、上 フ ラン ジ張 出 し長 を変 化 させ て処理 した。

横 断勾配 が 5,7%の 片勾配か ら9.0%の 片 勾配 まで変化す るので主 桁 を勾配 に

合 わす ことで舗装 厚 を一定 とした。 (桁 高一定 )

曲率 が小 さい A2側 支点 部 は反力差 を緩 和 す るた め、 支点横桁 を延長 して両側

に張 出 し、支承 間隔 を大 きく とれ る構 造 とした。
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1-3 桁 の長 さに差 があ る橋梁

概  要

桁 長 に差 が あ る橋梁 とは プ レキ ャス ト桁 を数 本架 設 し、一 体化 した橋梁 で桁

長 に差 が あ る橋梁 であ り、場所打 ち (支 保工 )の 桁 は含 まれ てい ない。

(場 所打 ちの桁 は台形 にな った橋梁 の項 を参照 )

橋 台 (橋 脚 )の 方向 が 法線方 向 に設 置 され てい る場合 と平行 に設置 され てい

る場 合 が あ る。各 橋脚 はで きるだけ平行 にす るの が望 ま しい。法線 方 向 に設置

され た場 合 、桁長 が 1本 1本 異 な り経済 的 に高 くな る。 また 、横 締 の 配置方 向

は主 桁 に 直 角 方 向 と し 、 主桁 の長 さは違 って も桁高 は一 定 とす る。

(1)支 間 が短 い場合

A)工 場製品 (プ レテ ンシ ョン桁 )

工 場製品 であ るた め、桁の 長 さが違 うこ とに よ って主 桁 の PC鋼 材 本数 は

変 化 させ ない。 また 、主 桁断 面 は各桁共統 一す る。桁長 の違 い に よ り主桁 の

反 り量 が 1本 1本 違 って来 るが、横 締 シース孔 を大 きくす るこ とに よって処

理 す る。

横 締 の配置方 向は主 桁 に直 角方 向 とす る。端 部 は支承 線 に平行 に配置す る。

プ レテ ンシ ョン桁 の場 合 、桁長 を 1本 1本 変 え るこ とについ ては桁製作上

問題 ないが 、反 り量 が違 うた めに横締鋼材 が容易 に挿入 で きるよ うに シース

孔 を大 きくしな くてはな らな い。横締 の配置方 向 は桁 に直角 に配 置 し端部 で

は支承線 に平行 に配 置す る。

B)現 地製作 桁 (ポ ス トテ ン シ ョンプ レキ ャス ト桁 )

プ レテ ン シ ョン桁 と同 じく主桁断面 は各桁共統 一 し、桁 長 を変化 させ る。

工 場製 品 (プ レテンシ ョン桁 )と 違 い 、桁 の反 りを合 せ ることは容易 で あ る。

主 桁 の鋼材 本数 は ,最 長桁 と最短桁 の差 が小 さい ときは同一鋼 材 と し、差 が

大 きい ときは変 化 させ る。 また 、型 枠 は支間が短 い場合 、転用 が で きる断面

形 状 とす る方が経済 的 に な る。
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a                           b

張 出 し床 版 を除 いて A― A,B― B,C― C断 面 は共 に同一断 面 形状 であ

る。

(2)支 間 が長 い場 合

支間 が長 くな る と、桁 自重 を軽 くす る方 が経済 的に有利 にな る。桁 断面 は支

間中央 部 では 、腹 部 巾 を狭 く、支点 部 では 、セン断力 に抵抗 させ る必 要 か ら広

くす る。

この とき型 枠 の回転 が可能 にな るよ うに桁 の中央部 の長 さ及 び拡 巾長 さを一

定長 さにす る方 が望 ま しい。

幅員 が広 い場合 、主 桁 は幾 つかの ブロ ックに分 け る。 また、 1ブ ロ ックの型

枠 が他 の ブロ ックに も利用 で きるよ うに配慮 す る。

〃xの 長 さが あま り大 きくな らない よ うにす る。

′x<1.5m程 度

「

B    ttA

LP B

ロ
ト
ト
ト
レ

ｃ

A― A

卑
Ｔ

ヒ A

プ ロック

1プ ロック内一定
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種  別  1-3

図 -1

本橋 は 、平面 曲線 R=160m、 縦 断勾 配 0.65%、 横断勾 配 3%の (片 勾配 )

区間に位 置 す る橋梁 であ る。

斜角 が左右 逆 の た め、桁長 が 10m429～ 17m706と 変化 する所 に プ レテ ンシ

ョン方 式 の T桁 を使用 した。

桁長 に 7m程 度 の差 があ るが 、構 造上 桁高 は H=1,000(支 間 17m用 )で 統一

し、断面 力 の差 は プ レス トレス量 で (PC鋼 材 本数 )調 整 した。

横 断 勾配 に対 しては 、主 桁 フ ラン ジに 2.98%の 余盛 を行 い 、舗装 厚 が少 な く

な るよ うに対処 してい る。

図 -2

橋長 220mの 区 間内で曲線半径 R=100m、 縦断勾配 10%、 横 断 勾配 3%(片

勾配 )を 処 理 しな くてはな らな い所 に計画 され た橋梁 であ った。

本橋 は斜 角 が右 83° 41′ 41//-83° 42′ 01″ であ るが 、ポス トテ ン シ ョン方式の

プ レキ ャス トT桁 で架 設 してい る。

桁長 は 22m784～ 21m302と 変 化 しているが 、桁高は構 造 性 、経 済性 、施工

性 を考 えて統一 した。 また 、主 ケ ー ブル の本数 は各桁共 同 じ くした た め、桁長

の短 い G5桁 につい てはプ レス トレス導 入直後 の検討 を行 った。

張出 し床版 につ いては主 桁部 は PC構 造 、場所打 ち部 は RC構 造 とした。 な

お、 RC部 は床版 厚 を増 して対処 した。

この床 版厚 は主 桁製作時 に両 耳 桁 の外側 の床版厚 を標準 で 2 0 0 mmで あ るのに

対 し、 25 0 mmに な るよ う考 慮 してい る。

この よ うにす るときは PC鋼 材 の配 置 につ いて も断面 の主軸 性 が異 な り、検

討 しておかね ばな らない。

図 -3

本橋 は曲線 半径 R=150mの 曲線 区 間か らA=80の ク ロソィ ド区間 へ と変化

す る部 分 に計画 された橋梁 であ る。

ポス トテ ン シ ョンプ レキ ャス トT桁 を年 間隔 に平行配 置 し、耳 桁上 縁 の張出

し床 版 で曲線 調整 を行 った。

張 出 し長 が小 さい部 分は RC構 造 とし、張 出 し長の大 きい Al橋 台上には支点

横 桁 を延長 して設置 し、張 出 し床 版 に もPC鋼 材 を配置 して処 理 した。横 断勾

配 が 2%の 片 勾 配か ら 6%の 片勾 配 に変 化 す る区間があ るので主桁の上 フランジ

を 3.351%傾 斜 させ て製作 し、主 桁 は垂 直 に据 え付 けた。橋脚 Plと 橋台 Alの
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設置角度 が異 な るた め、主桁の配置 が台 形 とな り桁長 に差 が生 じ る。

この桁 長差 の処 理 は、中間横 桁 と拡 巾始点 の間の標準 断面部 分 の長 さを変化

させて処 理 した。

床版 横 締 は Pl上 の斜角 に合 わせ て平行 に配置 し、 Al側 端 部 で調整 した。

図 -4

本橋 は曲線 半径 R=100mの 曲線 区 間 か ら緩和区間 A=60の ク ロソイ ド区間

へ と変 化 す る部 分 に計画 された橋梁 であ る。

ポス トテ ン シ ョンT桁 を等 間 隔 に平行 配置 し、耳桁上縁 の張出 し床版 で曲線

調整 を行 い RC構 造 とした。

曲線 外側 の 張 出 し長 さを小 さ くす るた め、主桁端 部の主 桁 の上 フ ランジを部

分的 に切 り欠 き、曲線 内側 支点 部 の耳 桁 には端横桁 を延長 して床 版 を支持 す る

構造 としてい る。

橋脚 が 法線 方 向 に配置 されてい るの で桁長が 1本 1本 変 化 し、桁長 の違 いは

中間横 桁 と拡 巾始 点間の標準断面 部分 の長 さを変化 させ て処 理 した。       |
床版 横 締 は 、支 間中央か ら桁端 に向 か って等間隔 に配 置 し、両 端 部 で調整 し   |

た。

横断 勾 配 に対 しては主桁の上 フランジを 2.89%傾 斜 させて製作 し、主桁 は垂直

に据 え付 けた。

図 -5

本例 は 、曲線 半径 R=50mの 単 円 とA=40mの ク ロソイ ド区間 中 に計画 され

た場 所打 ち箱 桁橋 であ る。 曲線 橋 は捩 りと支承反力 に大 きな影響 が生 じる。

桁 断面 は捩 り岡1性 を増す ため、桁 高 を支間の 1/15の H=2.2mと し、主版 巾

を全 巾 9.Omに 対 して 6_5mと し、腹 部 は曲線 に合 せて曲線 2室 箱桁 としてい

る。

本橋 は 、国 道 との交角 が 30° で曲線 橋 (R=50m)で あ るた め 、 橋長 を長 く

し、斜角 をゆるやかにして支承に生じる負の反力を小さくしている。 Al橋 台 θ=90° ,A2橋

台 θ=70° としたた め、腹部長が変 化 す るこ ととな った。

なお 、幅員 の拡 巾に対 しては 、張 出 し床版 の長 さを変 化 させ て対処 してい る。
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概

横 断勾配 (カ ン ト)に 対す る処 理

要

曲線 区間 内の橋 梁 は 、横 断勾配 の処 理 とシフ ト量 の処 理 をいか にす るか が重

要 で あ る。 カ ン トの処 理方 法 としては 、工場製品 であ るプ レテ ン シ ョン I型 桁 、

T型 桁 、中空型 桁 と、現 地製作 の ポス トテ ンシ ョンプ レキ ャス ト桁 とは少 し趣

が異 な る。一 般 には次 の方 法が考 え られ る。

1.桁 自体 を傾斜 させ架 設 して処 理す る方 法。

2.桁 をあ る程度傾 斜 させて架設 し、残 りを舗 装 の厚 みで処 理す る方 法 。

3 桁の上 縁 だ け を傾 け て製作 、架 設 して舗装 厚 さをな るべ く薄 くす る方 法。

4.合 成桁型式 として床 版 で処 理 す る方 法。

これ らの中 か ら適 当 な方 法 を組合 す こ とに よって施工 してい るが 、判断 基準

としては次 の値 を標準 としてい る。

A)工 場製品 (プ レテ ンシ ョン桁 )

A)-l I型 桁 、中空型 桁

横 断勾配 4%ま で は主 桁 を傾斜 させ て 、橋面 勾配 に合 わせ て据 え付 け る。

4%以 上 8%ま では舗装 で調整 す る。

舗装 0～ 4%

なお、桁 自体 の応 力度 の検討 は しな くてはな らない。

A)-2 T型 桁

1)i≦ 2%

2%以 下 は 桁 自体 を傾 斜 させ て据 え付 け る。

2)2%<i≦ 6%

主 桁 を 2%傾 け て据 え るた め 、桁 座 は 階 段 状 に な る。 上 フ ラ ン ジは

厚 さ を橋 面 勾 配 に合 わ せ 調 整 す る。

8%≧ I>44

6%≧ ど
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3)6%<i≦ 8%

6%よ り急 な勾 配 は 、プ レテ ンシ ョンス ラ ブ橋 同様舗 装 で調整 す る。

B)現 地製作桁 (ポ ス トテ ン シ ョンプ レキ ャス ト桁 )

1)i≦ 2%

2%ま では桁 自体 を傾 斜 させ る。 (′ ≦ 35m)

2)2%<i≦ 6%

桁 を重直 に据 え桁 座 を階段状 にす る。 また、 フランジの傾斜 はハ ンチ で調

整 す る。

(注)支 間 ′≧ 35mに な ると、桁高 が高 くな り左右非対称 断面 の桁 を傾 けて

据 える と危険で あ る。桁 は垂直 に据 え る方 が望 ま しい。

i≧ 0
調 整

※ 部分の勾配が逆勾配

とな らないよ うに注

意す ること。

3)6%<i≦ 8%

6%以 上 の勾配 は舗 装 で調整 す る。

※ 主桁 の型 枠の転 用 を充 分考慮 す ることが必要 であ る。

C)場 所 打 ち (支 保工 )桁

現場 打 ち桁 の場合 は 、容易 に カン トの処 理が可 能 であ るた め、特 別 カ ン トの

処 理 につ いて問題 にな らな い。

主桁 断面 の形状 は次 の よ うにす る。

6%≧ i>2%
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種  別  1-4

図 -1

橋 長 11.394m、 幅 員 1.500m+7250mの 橋 梁 で JIS A 5313の プ レテ ン シ

ョン方 式 I桁 床 版 橋 で あ る。

平 面 シ フ トが比 較 的 小 さい の で張 出 しは地 覆 と一 体 で処 理 した 。

横 断 勾 配 は 5%で あ りこれ を処 理 す るた め に 3%を 主 桁 で傾 け 、残 り 2%は

均 しコ ン ク リー トで調 整 した。

図 -2

本橋 は 、 曲 線 半 径 R=60mの 区 間 に計 画 され た橋 梁 で あ る。 プ レテ ン シ ョン

T桁 を等 間 隔 に平 行 に 配 置 し、曲 線 調整 は場 所打 ち張 出 し床 版 で行 な い RC構

造 と した。

張 出 し長 が大 きい 曲 線 内 側 の 支 点 部 は 支点 横 桁 を延 長 し 、張 出 し床 版 を支 持

す る構 造 と した 。

横 断 勾 配 が ほ ぼ 6%の 区 間 に あ るの で 、主 桁 の 上 フ ラ ン ジ厚 を変 え て上 面 に

4%の 勾 配 をつ け 、主 桁 は 2%傾 斜 させ て据 え付 け残 りを舗 装 厚 で 調 整 した 。

図 -3

本橋 は 橋 長 154mの 内 、 跨 線 部 に架 橋 され た曲線 半 径 R=200mの プ レテ ン

シ ョン方 式 中 空 床 版 橋 で あ る。

跨 線 部 で あ り桁 高 の 制 限 に対 して 中 空 桁 を使 用 してい る。

横 断 勾 配 が橋 梁 区 間 に お い て片 勾 配 5%か らレベ ル に変 化 す るた め 、主 桁 上

フ ラ ン ジ に 0～ 4.4%ま で直 線 変 化 で余 盛 を行 った 。

余 盛 に変 化 をつ け た の で 主 桁 の縦 断 勾 配 が 2.84%か ら 0.52%ま で変 化す るこ

とに な った。

横 締 は斜 角 に合 せ て 配 置 した 。

図 -4

本橋 は 曲線 半 径 R=210mの 曲線 区 間 に計 画 され た橋 梁 で あ る。

架 設 地 点 近 辺 に主 桁 製 作 ヤ ー ドが 確 保 で きな い た め、 ブ ロ ック桁 (5ブ ロ ッ

ク )と した。

ポ ス トテ ン シ ョ ン T桁 を等 間 隔 に平 行 配 置 し、 曲 線 調 整 は場 所 打 ち に よ る張

出 し床 版 で行 い 、張 出 し長 が小 さい の で RC構 造 と した 。

横 断 勾 配 (6%片 勾 配 )に 対 して は主 桁 上 フ ラ ン ジ を 6%傾 斜 させ て製 作 し、

主 桁 は 垂 直 に据 え付 け た 。

- 54 -



図 -5

本橋 は平面線形 が曲線 半径 R=150m、 縦 断線 形 はの ぼ り2.5%か ら下 り 1.65

%に 変 化 し、横 断勾配 6%の 区 間 に位 置 し、構造 はポス トテ ンシ ョン方式 プ レ

キ ャス トT桁 であ る。

桁 高 は標準 設計 では 、 H=1.750mで あ るが 、 取付道路 の関係 か らH=1.500

mと 制 限 した。 この た め標準設 計 で は 5主 桁 とな るが、本橋 は主 桁 上 フ ランジ

巾 を B=1.200mと し 6主 桁 とした。

横 断勾配 6%に 対 す る処 理は上 フ ラン ジを 58%傾 け主 桁 を垂直 に据 え付 け

た。

図 -6

本橋 は緩 和 曲線 A=45の クロソイ ド区 間か ら曲線半径 R=60mの 曲線 に変 化

す る区間 に計画 された橋梁 であ る。

曲線 に対 しては主版 巾 を一定 として曲線形状 に合わせ た曲線桁 とし、幅員 変

化 は 、張 出 し床版 長 さを変 化 させ て処 理 した。

また、曲線 の外側張 出 し床版長 さは一 定 とし、A2橋 台側 ばち部は主版 を形状

に合 わせ て拡 巾 した。

横 断勾配 は 1.5%両 勾配 か ら 6%の 片勾配 まで変化す るの で桁 高 を一 定 とし、

桁上面 を勾配 に合 わせ て製 作 し舗装 を一 定 とした。

図 -7

本橋 は単 曲線 区 間か らク ロソイ ド、直 線区 間 を経て、 ク ロソイ ド区 間 に変 化

す る S字 曲線 部分 に計画 された橋梁 であ る。

高速道路 本線 を斜 めに跨 いで い るが中央分離帯 が狭 く橋脚 の設 置 が困難 なた

め、長 スパ ンの橋梁 とな ってい る。

曲線 に対 す る調整 は 、主桁の下縁 巾 を一定 に して曲線 形状 に合 わ せ た曲線 桁

とし、拡 巾に対 しては 、曲線 内側 の上 フ ランジ張 出 し長 を一定 として外側張 出

し長 を変 化 させ て処理 した。

縦 断勾配が殆 ど レベル で 、横 断勾 配 が 6%片 勾 配か ら 2.581%の 片 勾配 に反

転 してい るた め、箱桁底面 の設 置高 さを一定 に して橋面勾 配 に合 わせ て上床版

の勾配 とウエ ブ高 を変 化 させ 、舗装 厚 を一定 とした。

反 力差 を小 さ くす るた め、支点横 桁 を外側 に延 長 して安 定 な構 造 としてい る。

図 -8

本橋 は、 R=100mの 曲線区 間 とA=60の クロソイド区間 に計画 され た橋梁 で
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あ る。

曲線 に対 しては 、主桁下縁 巾 を一定 とし、曲線 形状 に合 わせ た曲線 桁 とした。

横 断勾配 (6%片 勾配 )に 対 しては 、主 桁 を勾配 に合 わす ことで舗 装厚 を一

定 と した (桁 高一 定 )。

上 床版 の横 締 は Pl橋 脚上 か ら両 橋台 に向かって等 間隔 に法線 方 向 に配置 し、

両桁端 部 で調整 した。
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第 2章 ば ちがついた橋梁



第 2章 ば ちがついた橋梁

概  要

近 年 直 橋 が少 な く橋の両 端 にば ちがつ いた橋梁 が多 くな った。

一般 に ば ち と云 って も大 小 あ り大型車 が左折 、右 折 で きるよ うな大 きなば ちか

ら、隅角 部 を設 けただけの ば ちまで、 その種類 は千 差万 別 で あ る。橋梁 のば ちの

処 理 には橋 の構 造 に合わせ た方 法 が採 られ てい る。

2- 小 さいば ちの場合

要

小 さいば ちは、一般 に床 版 の みで処 理 す るが、主桁の型 式 に よって処 理の方

法が違 う。

小 さいば ちでは輪荷 重 の軌跡 が張 出 し部 に生 じない こ と もあ るが 、輪荷重 が

載 荷 す るか ど うか を確 認 してお かね ばな らない。

A)工 場製 品 (プ レテン シ ョン桁 )

工 場製 品 で あ るため、ば ちの構造 は差 し筋 で処 理 した鉄筋 コンク リー ト構造

が多 い。

I桁 (JIS A 5313)建 設省 制定 中空桁 は鋼製 型枠 を利用 してい るた め、差

し筋 が で きないの で上縁 に イ ンサ ー トを設 けて下 図の よ うに配筋 してい る。

(JIS A 5316)は 鋼製 型枠 であ るが差 し筋 が可 能 で あ るた め、ポス ト

ョンプ レキ ャス ト桁 と同 じ処 理方 法が可能 であ る。

B)現 地 製作 桁 (ポ ス トテ ン シ ョンプ レキ ャス ト桁 )

T桁 の場合 、張 出 し床版 は鉄 筋 コンク リー ト構 造 で処 理 す るが 、支点 部 にあ

る横 桁 を伸 ば し張 出 し床版 を受 け る構造 とす る。

１
．

概

桁

　

シ

Ｔ
　
ンテ

A― A

インサート又は鉄筋継手

取合鉄筋 D16以上
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国
2m前後

C)場 所打 ち (支 保工 )桁

(大 きなば ち部 の項 も参照 )

主版 巾は一 定 と して床版 のみで ば ちを付 け るた めに床版 を張 出す。

国
赫

ギ
熙

艘
―

コ
、黙

「
可
―
コ
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種  別  2-1

図 -1

橋梁 上 に道路線形並 びに景観 か ら花壇 を設 けてあ る。鋭 角部 に小 さなば ちの

あ る橋 梁 で あ る。

ば ち部 は場所打 ちの コンク リー トで処 理 し、主桁高 と同 じ高 さ とした。 また 、

横 締鋼 材 はば ち端 部 まで延 ば し主 桁 と一体化 させ てあ る。

図 -2

取付 け道路 との関係 で斜 角 が 63° ときつ く鋭角部 には曲線 半径 R=3.Om、 鈍

角 部 に は R=70mの ば ちが つい てい る。

ば ち部 につ いては I桁 か ら差 し筋 を して現場打 ちRC床 版 として対処 した。

図 -3

本橋 は プ レテ ン シ ョン I桁 床 版橋 で上 、下流側 に小 さい ば ちが設 けて あ る。

張 出 し部 はス ラブをその ま ま延 長 しRC構 造 としてい る。

張出 し床 版 の取 合鉄筋 は桁 に イ ンサ ー トを埋込 み処 理 してい る。

図 -4

本橋 は現 橋 の プ レテ ンシ ョン I桁 床版 橋 に橋梁 幅員 を拡 巾 して車 輌 の通行 を

ス ムーズ にす るよ うに計画 され た橋 であ る。 デ ッ ドスペ ース を極 力小 さ くす る

た め、場所打 ち床版 で処 理可能 な長 さまで床版 を張 出 し、横締 PC鋼 材 を配置

した構 造 で あ る。

図 -5

本橋 は プ レテ ンシ ョンT桁橋 であ る。主桁端部 の張 出 しについ ては端 部横 桁

を延長 し、 PC鋼 材 を配置 して プ レス トレス を導入 してい る。張 出 し床版 につ

い ては PC鋼 材 を延長 し PC構 造 とした例 で あ る。

図 -6

本橋 は プ レテ ンシ ョンT桁橋 であ る。張出 し版端部 につ い ては端 部横 桁 を延

長 し、 PC鋼 材 を配置 して プ レス トレス を導 入 してい る。張 出 し床 版 は RC構

造 とした。

図 -7

本橋 は プ レテ ンシ ョン中空床 版 橋 に小 さな ば ちが設 け られ た橋梁 で あ る。張
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出 し部 はス ラブをその まま延長 しRC構 造 としてい る。取合鉄筋 は桁 に インサ

ー トを埋込 み それ よ りとらせてい る。支点部 につい ては横締 PC鋼 材 を配置 し

プ レス トレス を導 入 した。

図 -8

河 川 と道路 との交角 が右 42° ときつ く、また、鈍 角部 に半径 R=2.Omの 小 さ

なば ちが つい た橋梁 で あ る。

端 支点 上 での張 出 し床版 長 が長 くな るので、端横 桁 を延 ば し、二 辺 固定 の版

として設 計 し配筋 した。

中 間横 桁 は主 桁 に直 角 と し、端 部横 桁 は斜 角 に合 わせ て配 置 した。

横締 の方 向 は主桁 に直角 とした。

図 -9

本橋 は幅員 が変 化す る区 間に場所 打 ち中空床版橋 として計画 され た橋 であ る。

ば ち部 は群 集荷 重 が載 荷 され るの で 、 (荷 重 が小 さい )ば ちの形状 に合 わせて

張 出 し床版 の張 出 し長 を変 化 させ主 版 巾 は一 定 としてい る。床版 は RC部 材 と

してハ ンチ高 を変 化 させ て荷重 増 に対処 してい る。

図 -10

本橋 は場 所打 ち中空床版 橋 と して計画 され た橋 であ る。主版 巾は ば ちの形状

に合 わせ て変 化 させ 、張出 し床 版 の張 出 し長 さを一定 とした。主 方 向 の PC鋼

材 は円筒 型 枠 が ない充 実断面 内 で扇形 に配置 した。横 方向 は RC構 造 としてい

る。

桁端 の桁高 を制 限 し取付 道路 に合 わせ ねば な らず、 また 、斜橋 で あ るため充

実 断面 で対処 してい る。

図 ― H

桁 橋 部 に小 さなば ちの処 理 を行 な った。

中空床版 橋 の主版幅 は一 定 と し、張 出 し床 版の長 さのみで対処 した。

ば ち部 は 、張 出 しだけでは不充 分 であ り、端部横桁 を延 ば し二辺 固定 の版 と

して設 計 し配筋 した。

図 -12

取 付道路 との 関係 で桁端 部 に隅切 りを設 けた。

また 、縦 断線形 の関係 で桁端 部 で主桁 高 を低 くお さえ る必 要が あ り、変 断面
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とな ってい る。

ば ち部 では重 量 の軽 減 をはか るた め副 桁 を設 けで処理 した。

図 -13

本橋 は高架 橋 (L=2,739.5m)上 の非 常 駐車帯 の橋梁拡 巾部 に計画 され た箱 桁

橋 であ る。拡 巾量 が大 きいので箱桁 の主 桁 巾 を広 げ、張 出 し床版 の張 出 し長 さ

を一定 として対 処 してい る。床 版 は RC構 造 とした。また 、桁端 部 の張 出 し床

版 は補 強 の ため厚 くしてい る。
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2-2.大 きなば ちの場合

概  要

大 きなば ちは輪荷重 が 1輪 だけでな く、 2輪 載 荷 す る こ と もあ り床版 だけで

な く、横 桁 または副桁 を追 加 して処 理 しな くては な らない。

主桁 の形式 に よって処 理 の方 法が制約 され る。

また 、上部構 造 だけでな く、下部構 造 もば ちに合 わせ て広 くしな くて はな ら

ない。

A)工 場製品 (プ レテ ンシ ョン桁 )

ば ちが大 きくな る と張 出 し床版 に作用 す る荷重 が増大 して主桁 の負担 が大 き

くな るた め、桁高 を増 す必 要が出 て くる。

I型 桁 (JIS A 5313)は 横締 PC鋼 材 を張 出 し床版 の鉄筋 コ ンク リー ト部

まで伸 ば し一体 化 を計 るが 、自重 に よる曲げモ ーメン トが増加 しば ち部 の大 き

さに限度 が あ る。

中空桁 は、主 桁 が中空 で あ るため、横 締 PC鋼 材 を任意 に設 け るこ とが で き

ない。横 桁 を数 多 く設 けて張出 し床 版 を緊張 す るが 、張 出 し床版 自重 に よ るモ

ー メ ン トが大 きく張 出 し長 さが大 き くな ると I桁 と同 じ く不 利 で あ る。

T型 桁 は、横 桁 を設 けて横締 をす るこ とが で きるため、 I型 桁・ 中空型 桁 よ

りも大 きなば ちに対処 す る ことがで きる。 また、ポス トテ ン シ ョンプ レキ ャス

ト桁 と同 じ処理 が可能 であ る。 ポス トテ ンシ ョンプ レキ ャス ト桁 の項参照 。

B)現 地製作 桁 (ポ ス トテ ン シ ョンプ レキ ャス ト桁 )

ポス トテ ンシ ョンプ レキ ャス ト桁 は、副桁 (添 桁 )や 張 出 し横桁 を設 けて処

理 す るこ とが で きる。副桁 は一 本ない し数 本配置 して、大 きなば ちに対処 す る。

この と き、主桁 と副桁 との 結合点 を充分検討 しな ければ な らない。 また、捩 り

モ ーメ ン トが生 じるの で、 これ に抵 抗 させ るためには中 間横 桁 を配 置 し副 桁 と

主 桁 を緊結 す る。 また 、支 点横 桁 も伸 ば し副 桁 と結合す る。
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C)場 所 打 ち (支 保工 )桁

支保工上 で主 桁 を製作 す るため、 プ レキ ャス ト桁 と違 い どの よ うな型 に も製

作 す る ことが可 能 であ る。 ば ちの大 きさに よ って構 造形式 が決 ま るの で な く、

橋梁 の支間 に よ って構 造形 式が決 ま る。

構造形 式 に合 ったば ち部 の処 理方 法 を考 え る。

ば ち部の処 理方 法は支間 が短 い場 合 、床版橋 、支間が長 い場合 自重 の軽 減 を

計 った中空桁 とす る。 支間 が 40m以 上 にな ると箱桁 が多 い。

床版 橋 の場合

画
Ⅷ買
躙

==IIIゴ

//1  1
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種  別  2-2

図 -1

道路 平 面線形 が曲線 半径 R=70mで あ り、取付道路 との関係 で大 きなば ちが

つい た橋梁 で 、構 造 は プレテ ン シ ョン I桁床版橋 であ る。

張 出 しが大 き くな る区間 では横締 を張 出 し床版端 部 まで延 ば して処 理 した。

図 -2

本橋 は 、 プ レテ ンシ ョン T桁 橋 で上 、下流 に大 きいば ちがつい た橋 で あ る。

本橋 は プ レテ ン シ ョン T桁 で床 版厚 さが薄 く、床版 の張 出 しだけ で処 理 で きず

場 所打 ちの ブラケ ッ トを配 置 して、 プ レス トレス を導入 し PC構 造 とした。場

所打 ち部 の張 出 し床版 は RC構 造 と した。

図 -3

桁端 部 にて大 きな隅切 りがつ いた ため 、場所打 ちの副桁 を 1本 ～ 2本 配置 し

て処 理 してい る。

副桁 は 、支点 上 の横 桁 と中間横 桁 で結 合 されてお り、場 所打 ち張 出 し部 の上

床版 は RC構 造 で あ る。

床版 と副桁 とは ジベ ルで結合 す る構 造 であ る。

図 -4

取 付 道路 との 関係 で鈍角部 に河 川 中心 附近 か ら、大 きな ば ちが必 要 とな った。

この処 理 に当た って Al Pl径 間 の橋梁 幅 員 を広 くし、デ ッ ドスペ ース を設 け る

と共 に副 桁 を設 けて対処 してい る。

図 -5

本橋 は 、 プ レテ ンシ ョン中空床版 橋 で上 、下流側 に大 きいば ちを設 けてい る。

張 出 し部 はス ラ ブをその まま延長 し RC構 造 としてい る。張 出 し部 の取 合鉄筋

としては 、桁 に イ ンサ ー トを埋 込 み それ よ りとらせ てい る。

図 -6

橋梁 区 間 内で平 面線 形 が半径 R=1300m～ R=∞ に変 化 してお り端 部で拡巾が

約 10mと な った。

本橋 の特徴 は直線部 につ いては プ レテ ンシ ョン中空 桁 を直線配 置 とし、拡 巾

部 につ い ては場 所打 ちの中空床版 に て処 理 してい る点 であ る。

なお 、拡 巾部 の中空床版 とプ レテ ンシ ョン中空桁 とは横 締鋼材 で一体 化 させ
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て い る。

図 -7

取 付 道 路 との 関 係 で大 きな拡 巾が つ い た橋 梁 で あ る。

主 桁 は 中 空 床 版 桁 で あ るが 、 ば ち部 は 重 量 軽 減 をは か るた め現 場 打 ちの T桁

を副 桁 と して設 け た。 副 桁 は RC構 造 で あ る。

図 -8

主 桁端 部 に 曲 線 半径 R=100mの 大 きな ば らをつ け た橋 で あ る。

この た め 、端 部 での 張 出 し床 版 長 が 9.Om～ 11.omと 大 きくな り、 通 常 の 床 版

の み では処 理 で きず 、 本橋 で は耳 桁 よ り副 桁 を出 し、 ま た 、横 桁 も増 や し対 処

した 。

図 -9

本 橋 は桁 高 制 限 の あ るポ ス トテ ン シ ョン T桁橋 で上 、下 流 に大 きな ば ち を設

け て い る。大 きな ば ちなの で必 要 に 応 じて 2本 の 副 桁 を配 置 して い る。 本橋 の

副 桁 は プ レキ ャス ト部 材 で 、橋 体 工 完 了 後 副 桁 を架 設 し、場 所 打 ち部 分 お よ び

端 部 横 桁 の コ ン ク リー トを打 設 して 、 プ レス トレス を導 入 した。 ば ち部 の 床 版

につ い て は RC構 造 と し、副 桁 架 設 緊 張 後 コ ンク リー トを打 設 した 。

副 桁 を設 け る場 合 、主 桁 との 接 合 点 を充 分 検 討 し、 また 、捩 リモ ー メ ン トが

生 ず るの で接 合 点 に は横 桁 を配 置 した 。

図 -10

本 橋 は変 断 面 場 所 打 ち中 空床 版 橋 で大 きな ば ちが つ い た橋 で あ る。

主 版 巾 は一 定 と して 、 ば ち形 状 に 合 わ せ て張 出 し床 版 を設 け て い るが 、張 出

し長 さが大 きい の で ブ ラケ ッ トを配 置 し張 出 し床 版 の厚 さ を一 定 と した。 横 方

向 は RC構 造 と し、主 桁 方 向 は PC構 造 と した。

図 -11

本 橋 は場 所 打 ち中 空 床 版 橋 で大 きな ば ちが つ い た橋 で あ る。 ば ちの 形 状 に合

わ せ て主 版 巾 を変 化 させ 、片 持 床 版 の 張 出 し長 さ を一 定 と して い る。 主 方 向 の

PC鋼 材 は 円筒 型 枠 の 配 置 に合 わせ て 扇 形 に配 置 され て い る。横 方 向 は RC構

造 と して処 理 した 。
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図 -12

場 所 打 ちの 中 空 床 版 橋 で あ る。

場 所 打 ちの 利 点 を生 か し主 ケ ー ブル を ば ち部 に まで分 散 して定 着 し、 ば ち部

に もプ レス トレス を導 入 した。

この よ うな 橋 で は中 空 型 枠材 を図 の よ うに配 置 す るの が 経 済 的 に な る。

図 -13

この 橋 梁 は河 川 と取 付 道 路 両 方 か ら制 限 を受 け たた め 、側 径 間 の桁 高 が極 力

押 え られ 、 ま た 、 ば ちが つ くた め平 面 形 状 に見 られ る よ うな箱 桁 とな って い る。

ま た 、主 版 巾 をば ちに合 わせ て広 げ死 荷 重 を軽 減 させ る た め に箱 枠 と して ば

ちの処 理 を行 って い る。
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第 3章 台形 になった橋梁

概  要

橋梁 の角度 が Al橋 台 とA2橋 台 で異 な り、 幅員 が一定の橋 は河川 を跨 ぐ場合 は

数少 な いが 、跨線橋 (操 車場 の上 、駅 近 くの鉄道 の上 な ど)、 また 、跨 道橋 (道

路 の分 岐 点 )で はやむ をえず 計画 す る ことがあ る。 この よ うな場合 もPC構 造物

を製 作 架 設 す ることで満 足す る構 造物 を作 るこ とが可 能で あ る。

3-1.橋 の 角度 が Al橋 台 と A2橋 台 で異 な り、幅 員 が一 定 の 場 合

概  要

上 記 の橋 梁 は次 の よ うな 場合 で あ る。

これ らの橋 では、施工性 、経済性 を重 視 して設 計計画 を しな くては折 角経 済

性 を考 えた積 りで目的 に合 わない結果 を生 む ことがあ る。 どの よ うに設 計計画

をす れ ば経済 的かは次 の A),B),C)を 参考 にす るとよい。

A)工 場製品 (プ レテ ンシ ョン桁 )

工 場製品であるため、桁の長 さに制 限が あ る。製 作工程上 、型枠 は決 ま った寸

法の鋼 製 を使 用 してい る。 これ らの ことか ら桁 断面 は同一 断面 とし、支 間 を変

化 させ る。横 締 の方向 は下 図の よ うにす る。横 桁 の方向 は ポス トテ ンシ ョンプ

レキ ャス ト桁 の項 に合 わせ る (JIS A 5316 T桁 の場合 )。

耳 ==7コ
h 床版の横締

要 h

-102-



B)現 地製作桁 (ポ ス トテ ン シ ョンプ レキ ャス ト桁 )

B)-1 主桁 について

主桁 の長 さは 1本 毎 に異 った長 さに な るが 、主桁断面 は各桁共 に共 通 断面

とす る。 (支 間 が短 い桁 も長 い桁 も同一断面 の桁 で桁高 は一定 とす る )

1)支 間が短 い場合 (支 間 L≦ 25m)

橋軸 方向 に同一 断面 とす る。

A― A  B― B  C― C

2)支 間が長 い場合

支間が長 くな る と桁 自重 の死荷重 を小 さくす ることが望 ま し く、桁 断面

は支間中央部 では腹 部 巾 を狭 く支点 部 では広 く拡 巾 し、せん断 力 に抵抗 さ

せ る必要 が あ る。

この と き型 枠 の 回転 が可能 にな るよ うに、桁 の断面 、長 さを決 め ること

が望 ま しい。

幅員 が広 い場合 は、主桁 を幾 つか の ブロックに分 けて 1ブ ロ ックの型枠

を他 の ブロ ックに も利 用 で きるよ うに配慮 す る。主桁 の縦締 (主 ケ ーブル )

の配 置 はな るべ く曲 げ上 げず 、すべ てが桁端 部 に碇着 す る方 が良 い。

虐
A

「

■
B

ヒ B・Ｌ
A― A
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(1)Lと L′ の差 が 小 さい と き (L― L′≦ 1.5m)

図-1

′X

Lと L′ の 差 が 大 きい と き

一 定 一 定

B)-2 横桁 について

横 桁 は桁端部 (支 点上 )と 支間中央 部に 1ケ 所以上 15m以 下 の間隔 で設

(2)

ιする。

中 間横 桁 は橋 軸 直 角 方 向 に配 置 し、

配 置 す る方 法 (図 -1)と 中 間横 桁 は

結 び 、設 け る方 法 (図 -2)が あ る。

横 桁 を場 所 打 ち とす る こ とが 望 ま しい

右岸 の端 横 桁の み その傾斜 に合 わせ て

、短 い支 間 L′ と長 い支 間 Lの 中央点 を

後者 の場 合 では主 桁 プ レキ ャス ト部 の

④―○断面横 桁 と りつ け部

この部分を現場打ち
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B)-3 床 版 に つ い て

床 版 の 横 締 は ど ち

に配 置 し、縦 締 の P

らか一方 で、 ここ

C鋼 材 に 当 らない

で は左 岸 の 橋 台 に平 行 (橋 軸 に 直 角

よ うにす る。

左

　

岸

床 版 の 横 締 は上 図 、 図 1,図 2の 方 法 が 考 え られ

理上 経 済 的 に な る。

るが 、図 1の 方 が 施 工 管

C)場 所打 ち (支 保工 )桁

支 保工上 で主 桁 を製 作 す るた め、 プ レキ ャス ト桁 と違 い どの よ うな型 に も製

作 す る ことが可 能 であ る。支 間の長 さに よ り構造形式 は決 ま る。

支 間 が短 い と きは、床版 橋 、支間 が長 い とき箱桁 橋 とす る。

1)中 空床版 橋 とした場 合

h
① 主版高さ(主桁の桁高 )を 等高とする。

② 中空型枠のふたは型枠に直角に設ける。

③ 橋軸直角方向は鉄筋コンクリート構造とし、

橋軸方向はプレストレス トコンクリート構造と

す る。

④ 斜角の影響により反力に差が生 じる。

これを処理す るためにはゴム支承を用いる方

が良い。伸縮方向 と撓角の方向が一致 しないと

きには、方向性のないゴム支承がよい。

⑤ 張出 し床版 、主版の配筋については斜橋の項

を参照。
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2)箱 桁橋 とした場合

1.桁 高 は等 高 とす る。

2.橋 軸 直 角 方 向 を プ レス トレス トコ ン ク リー ト構 造 とす るか 、鉄筋 コ ン

ク リー ト構 造 とす るか は 張 出 し床 版 の 長 さに よ る。 張 出 しが 長 い と きは

プ レス トレス トコ ン ク リー ト構 造 が 良 い。

3_斜 角 の影 響 に依 り反 力 に差 が生 じる場 合 が あ るの で検 討 し て お く必 要

が あ る。

4.支 承 は ゴ ム支 承 が 良 い 。特 に斜 角 が きつ い と きは 方 向 性 が な い ゴ ム支

承 が 良 い 。

5_縦 締 の PC鋼 材 は 緊張 力 の 大 きい もの を数 少 な く用 い 、配 置 は曲 げ上

げせ ず 、 す べ て桁 端 部 に 碇 着 す る方 が 良 い 。
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種 別  3-1

図 -1

2径 間の うち一 方 の橋台 だけが反 対方 向の斜角 で設置 され てい る台形 の プ レ

テ ンシ ョン I桁 床 版橋 であ る。

桁長 に 3.465mの 差 が あ るが主桁 は同一断面の桁 で設計 を行 った。

横締 PC鋼 材 は、 PC鋼 棒 φ23(S BPR80/95)を 橋梁 中心 の支 間 中央 か ら

桁端 に向か って JIS間 隔 で斜角 の大 きい方 の橋 台 に平行 に配置 した。

この様 な橋梁 では、主 桁 は同一 断面 の桁 とし、横締鋼材 の配置 は施工 管理上 、

また、経済 性 な ど も勘案 す るこ とが望 ま しい。

図 -2

道路 を斜 め に跨 ぐ高架 橋 であ るた め、一部 が台形 にな った例 であ る。主桁 は

他径 間 に合 わせ たプ レテ ンシ ョンT桁 で あ る。

一 方 が斜角 を有 す る台形 であ るた め、中間横桁 の位 置 は桁長の中点 を結 ん で

設 けた。

なお 、床版 横 締 は橋軸 に直角 に配 置 した。

図 -3

本橋 は、斜 角 の方向 が Al橋 台 とA2橋 台 で同 じであ るが 、 Al橋 台 倶1は 左 67°

00′ 、 A2橋 台側 は左 82° 00′ と異 な って い る台形 のプ レテ ン シ ョン T桁 橋 で あ

る。施工 は、工 事期 間中 に旧橋 と本橋 を交通 に利用す るため、 1期 工 事 、 2期

工事 に分割 して行 った。中間横 桁 は短 い 支間 と長 い支間の中点 を結 ん だ方 向 に

配置 し、端横 桁 は各 々の斜角 に合 わせ て配置 した。床版 の横 締方 向はA2側橋台

の斜 角 に合 わせ て平行 に配置 し、途 中か ら放射状 に配置 した。 これ は 2期 工事

に緊張 がで きな い ためで あ る。 また 、 1期 、 2期 合わせ る と桁長 の差 が大 き く

放射状 では 1期 工 事 に充 分 な プ レス トレスが導入 で きない た め、 1期 施工 部 の

放射 配 置区間 に PC鋼 材 を追加配置 した。

横締 鋼材 に は分割施工 の ために接 続 を容易 にす る目的 で PC鋼 棒 を用 いた。

図 -4

高架 橋 の うち 1径 間 目に台形 の橋梁 を架 設 した例 であ る。

桁高 は短 い桁 も長 い桁 も同一 断面 の桁 として統 一 してい るが 、長 い桁 2本 に

は PC鋼 材 が多 く配置 され てい る。

中間横桁 の位 置及 び横締 PC鋼 材 の配 置 は 、桁 長の差 、施工性 を考 えて配置

され てい る。
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高架橋 を計画 す るときに鉄道 や国 道 を跨 ぐことが生 じるが 、 この場 合既設 の

鉄 道 、国 道 に支障 を与 えな い よ うな支間割 を決 め ると同時 に 、現地状況 か ら台

形 の橋梁 を架 設 しな くては な らな くな る場合 が生 じる。台形 の橋 で は各 桁の支

間が異 な るが 、経 済性 、景 観的配慮 か ら他径 間 との桁断面 の統 一 も含 めて検 討

す るのが望 ま しい。

図 -5

プ レテ ン シ ョン方式 I桁 床版 橋 の 現橋 にプ レテ ンシ ョン中空桁 を用 い て車 道

拡 巾 を行 な った もので あ る。拡 巾部 の両 橋台 は現橋の斜 角 、方 向 と も異 な り、

左右反対方 向 に 60の 斜角 で広 が って設 置 されてい る。主桁の桁長に差が 2.321

mあ るが同一 断面 の桁 で設 計 を行 った。 中間横桁 は最短 桁 の支 間 を 4等 分 して

橋軸 直 角方 向 に等 間隔 に配 置 し、端 横桁 は斜角 に合 わせ て配 置 した。主桁 は桁

下 の道路 の建築 限 界か らの制限 を受 けたので、ボ ン ドコ ン トロールエ 法に よ る

中空桁 を用 い桁 高 を押 えてい る。

図 -6

左岸右 80° 30′ 右岸 88° 47′ 35〃 の台形 にな った、プレテンシ ョン中空床版 橋

であ る。 中間横桁 の方 向は斜角 の大 きい方 に合 わせ て配 置 し、主桁 は同一断面

の桁 にな ってい る。

構造解 析 は最大 支間長 を用 い て直 交異 方性版 理論 で解析 した。

図 -7

本橋 は 山岳 道路 の谷 部 に位置 し、地形 の関係か らAl橋 台 は右 75° 、A2橋台は

左 75° の斜 角 が あ る台形の橋梁 であ る。幅員 は一 定 であ るが 、両橋 台上 の斜 角

が反対方 向 で あ るため、桁 長が 1本 1本 異 な り、 その差 も大 きい。横締鋼材 の

配 置 は主桁直 角方 向 とし、支間 中央 か ら桁端 に向 って等 間 隔 で配置 し、両端部

で調整 した。 中間横桁 は各 主桁 をほ ぼ 4等 分 した点 を結 ぶ位 置 に配 置 した。主

桁の設計 は斜 角 と幅員 構成 を考 慮 し、最大支 間 に着 目した直交 異方 性版 理論 に

よ り解 析 を行 な ってい る。主桁 の PC鋼 材 本数 は各桁同 本数 とした。

図 -8

現地 の状 況 か ら 3径 間中 、狽1径 間 が台 形 の橋梁 とな った もの であ る。

施工 は上 流側 、下流側 、分離 施工 であ る。斜角 が左右異 な り、また 、同一方

向 でない た め桁長 が 1本 1本 違 ってい る。構造解 析 は格 子 構 造 理論 で解 いてい

る。主 桁 断面形状 は、他 の 2径 間 と型枠 の回転 、全体 の連 続 性等 を考 えて同一
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の もの とした。 また、 PC鋼 材 本数 は解 析 の結果 、上流側 と下流 側 が異 った も

のにな った。横 桁 、床版 ケ ー ブルの方 向 は、施工 性 、構 造性 とを考 慮 して、斜

角の大 きい方 に平 行配置 と した。床 版 ケ ー ブルの端部調整 区 間は放 射状 に配置

し、床版両端 部 に定着 した。

図 -9

左岸 と右岸 の斜 角が異 な り、桁長 は最 短 の ものが 35302m、 最 長 の ものが

37980mで その差 が 2.678mで あ る台 形 の橋梁 で あ る。主 桁 は同一 断面 の桁 で

設計 を行 った。構 造解析 は格子構造 理論 で解 いてい る。

型枠 の回転 を考 えて桁断面拡 巾長 さを同一 とし、中間横 桁 は、大 きい方の斜

角 に合 わせ て平行 に配置 し、端 部 1ケ 所 で調整 してい る。床版 の横 締 方 向は大

きい方 の斜 角 に合 わせ て平行 に配置 し、途 中か ら放射状 に配置 した。

図 -10

ポス トテ ンシ ョン場所打 ち中空床 版 橋 で版 高は縦断線形 に合 わせ て変 断面 と

な ってい る。架 橋 場所 が河 川曲線部 に位 置 し、斜角 が右斜 角 と同一 方 向 であ る

が左岸 側 60° 001右 岸狽171° 30′ と異 な ってい る台形橋梁 であ る。

中空型枠 材 は同一長 さの もの を橋軸 線 上 の中間点 か ら両端 に向 か って配置 し、

斜角 の大 きい右 岸 倶Jの 鈍 角 に合 わせ た。 また、変 断面 であ るため、中空型枠材

の径 を変 えた。

床版鉄筋 の方 向 は斜 角の大 きい方 に合 わせ て平行 配置 とし、斜 角 の小 さい方

は端 部 で放 射状 に配置 した。

図 -11

-方 の橋 台 が左 68° 00′ の斜角 を持 つ場 所打 ち中空桁橋 であ る。

横 桁 と床 版鉄 筋 の方 向は橋軸 に直 角 と し、支間中心 か ら桁端 に向 って主桁 中

心線上 で等 間隔 に配置 したが、斜角 の あ る端 部は斜角 に合 わせ てい る。

中空型枠材 の両端 は PC鋼 材 の配 置 か らや むを得ず絞 ってい る。

注)一 般 には中空型 枠材 は絞 らな い方 が経済的 であ る。
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3- ２
　
概

橋 の角度 が Al橋 台 、 A2橋 台 で異 な り幅員 も異 な る場 合

要

上図のような橋梁は特殊な ケ ースで実績 は少 ない。 この よ うな橋梁 は、都市 部

よ りも山間部 に流 れ てい る中小河 川 と道路 との交 差点 な どで生 じる場 合 が あ る。

この場合 プ レキ ャス ト桁 で処 理す るか 、場所打 ち橋 で処 理す るかの 2通 りの

方 法が考 え られ る。

A)工 場製品 (プ レテ ン シ ョン桁 )

(4-1の 項 を参照 )

1)主 桁 を橋軸 方向 に並 べ て配置 し、耳桁 か らの張出 し長 さが短 い場 合 は鉄筋

コ ンク リー ト構 造の張 出 し床版 とす る。

2)プ レキ ャス ト桁 を 利 用 した合 成 桁 の 場 合 、床 版 は鉄 筋 コ ンク リー ト構 造 と

して 橋 梁 の平 面 形状 を形 成 す る。

圭桁    ｀

脅
/      主桁 ＼蝸

W 《主 桁

ヽ

鉄 筋 コン ク リー ト

鉄筋 コン ク
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3)JIS A 5313の I型 桁 や中空桁 は各桁 を放射 線 方向 または台形状 に広 げて

配 置 し、桁 間 を漸次 変化 させ て橋梁 の平面形状 を形成 す る。 この場合横 方 向

の広 が りが大 きい時 は、 主桁 の桁 高 は最 も長 い桁 の支間 に合 わせ た もの とす

る。横締方 向は工場製品 であるプレテンション桁 を利用 す るため、で きるだ け

統 一 した方 向 と間隔 で各 桁共通 に な るよ うに決 め る。

4)横 締鋼材 には シングル ス トラン ド鋼材 を用 い る。

B)現 地製作 桁 (ポ ス トテ ン シ ョンプ レキ ャス ト桁 )

プ レキ ャス ト桁 であ るた め、主桁 の構 造 は格子 桁 とす る。 この場合次 の llk序

で構 造形式 を決 め る。

1)主 桁 を橋軸 に平行 に並 べ て架 設 し、外桁 か らの張出 し長 さが短 い場 合 は鉄

筋 コ ンク リー ト構造 の張 出 し床版 で処 理す る。
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2)主 桁 を橋軸 に平行 に並 べ て架設 し、外桁 か らの張 出 し長 さが長 く鉄 筋 コン

ク リー ト構造 で張 出 し床 版 を処 理 す る ことが困難 な ときは 、中桁 を橋 軸 に平

行 に並べ 、外桁 は斜 方 向 に架 設 し外桁 と次 の中桁 との間隔 を広 げ 、床 版 を補

強 す ることに よ って処 理 す る。

3)合 成桁 として 2)の 方 法 を考 え る。

4)各 桁 を放 射線 状 ま たは台形状 に広 げて配置 し桁 間 を漸次変 化 させて 、平面

形状 を形成 す る。 この場 合 は合成桁 の方 が施工 性 が良 いが 、通常 の ポ ス トテ

ンシ ョンプ レキ ャス ト桁 で も可能 であ る。

(1)横 桁 は主 桁 を架 設 した後 で場所打 ちとす る。

(2 横 桁の配 置 は構造 的 にバ ランス を考 えて決 め る。

(0 横締鋼材 が主桁縦締 と当 らな い よ うに決 めねばな らない。主 桁 の 主 ケー

ブル は上床版 に碇 着 をせず 、桁端 で定着 す る。

に)床 版 の横 締鋼材 には シングル ス トラン ド鋼 材 を用 い る。

C)場 所打 ち (支 保工 )桁

支 保工上 で主 桁 を製作 す るため 、プ レキ ャス ト桁 と違 い どの よ うな型 に も製

作 す るこ とが で きる。

構造形式 は支 間 の長 さに よ り決 ま る。 支間 が短 い ときは床 版橋 、長 い ときは

箱桁橋 とす る。

衡
壇

主 桁

ｆ
ル
ト
ー
』
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1)中 空床 版 橋 とした場合

・ 良 い例

・ デ ッ ドスペ ース を作 り経済 的 な型式 に変更 した例

① 主版高 さ (主 桁の桁高 )

を等高 とす る。

主 版 巾 を一 定 と し、張 出

し床 版 長 を変 化 させ て所

定 の 橋 面 を形 成 す る。

中空 型 枠 は 図 の よ うに配

置 す る。

横 方 向 は 鉄 筋 コ ン ク リー

ト構 造 とす る。

デッドスペース

②

③

④

― ― ― ― ― ― ― ― 」

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
¬
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2)箱 桁 とした場合

(2)

(2)

(4)

張 出 し床 版 長 さ を一 定 と

して主 桁 、下 縁 巾 を広 げ

る。

床 版 は鉄 筋 コ ンク リー ト

構 造 と し、主 桁 の み プ レ

ス トレス トコ ン ク リー ト

構 造 とす る。

縦 締 鋼 材 は全 て端 部 碇 着

とす る。

主 桁 下 縁 巾 を一 定 と し張

出 し床 版 長 さ を変 化 させ

る。

床 版 の 張 出 し長 さが 長 い

た め 、 プ レス トレス トコ

ンク リー ト構 造 とす る方

が 良 い 。

縦 締 鋼 材 は全 て端 部 碇 着

とす る。

張 出 し床 版 が 長 い と きは

横 桁 を張 出 す 。

‐
―
Ｉ
Ｊ

一一一

…
…

」

―
―
ユ

「

~~~T:~~~~¬
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種  別  3-2

図 -1

本橋 は、小河 川上 に架 設 され た もので 、取 付け道路 との交 通 を円滑 に計 るた

め、ば ち状 の橋梁 を設置 した もので あ る。

経済性 、施工工 期 、施工 性 、橋梁 規模 等 を考慮 し、 JISの I桁 の型 枠 を使

用 し、 I型 断面 の上縁 厚 さを厚 く改 良 して桁 の耐 力 を向上 させ た例 であ る。

この よ うな形 状 の場 合 、桁 巾の小 さい I桁 を使 用す るこ とは主 桁 の配置可 能

本数 が多 くな るた め拡 巾が容易 にで きる利点 があ る。

また、既成型 枠 を用 い、桁の上フランジの厚 さの み を増 し、桁耐 力 を向上 させ

る方 法は、プ レテ ン I桁 の みでな く、 T桁 に も応 用 で きる。

図 -2

本橋 は、用水 路上 に架 設 され た橋 で、橋梁 前後 の道路 との取合 い に よ り橋 面

の形状 が複雑 で あ ったが 、施工 、工期等 か ら JISの I桁 を使用 し、 ば ち状 に

桁 を配置 した もの であ る。

主桁 の長 さと横 締子Lの 位 置が それ ぞれ の桁 で違 うので、工場製 品 としては手

間 を要 し現場作 業 も煩 雑 とな る。

図 -3

本橋 は、左右 の橋台 で斜 角が大 き く異 な り、ば ち部 を有 し、主 桁 配 置 を道路

中心 に平行 に配 置 した もの で、支間長 か らプ レテ ンシ ョン中空桁 (σ ck=6 0 0kg

/n12)を 採用 した もの であ る。

工場 の工 程管 理及 び寸 法管理 を容易 にす るため 、中間横桁 は斜角 の大 きい角

度 と平行 に配置 した。

また、設計計算 は、最大 桁長 の支 間 と標準部の幅員 を有 す る橋梁 に ば ち部 の

荷重 が載荷 す る直 交異 方性版 として解 い た。

図 -4

本橋 は、道路 との取合 い 、桁下の制限 な どによ り、第一径 間で斜 角 及 び橋梁

幅員 が不規 則になっている。これに対して、プ レキ ャス ト桁 を使 用 した例 で あ る。構

造 の特徴 は、幅員 の変 化 に は主 桁 をば ち状 に配置 す ることと、張 出 し床 版 を変

化 させ るこ とに よ り対処 した こ とで あ る。

桁長 の変化 に対 しては、型枠 の画一 化 をはか るため、中央 断面部 と拡 巾断面

部 の長 さを一定 に し、支点 断面 部の長 さで調整 した。

また、横桁 は 、場所打 ち とした。
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なお 、中間横 桁 は、施工 性 と捩 リモ ーメ ン トが小 さくな るよ う斜 角 な りに配

置 し、構 造解析 は任意格 子 理論 に よ った。

図 -5

本橋 は、高架橋部 に ランプが接続 す る部分 に生 じた構 造 で 、幅員 が変 化 す る

橋梁 で あ る。 プ レキ ャス ト桁 を使 用 したため、張 出 し床版 で横締 め鋼材 量 が決

定 され るこ とのない よ う張 出 し床版 長 をほぼ一定 に し、各 断 面 で主 桁 を等 間隔

に配置 した。 その ため 、間詰 の広 さ と桁長が変 化 した。主 桁 の設計 は、平均幅

員 で最大 桁長 に着 目し、直 交異 方性版 理論 に よ り解析 し、 また、床版 は最大 支

間 に よ り検討 した。

なお 、 この よ うな橋梁 で は、主 桁 の方 向及 び長 さが違 うた め、横 桁 と主桁 と

の交 角 が全 部違 った もの とな る。 また、横桁間隔 も変化 す るため、施工 性 を考

慮 して 、横 桁 は場 所打 ちとした。

図 -6

本橋 は 、橋梁 前後 の道路 の取 合 いか ら、橋面 が ば ち状 に な った中空床 版 橋 で

あ る。幅員 の変化 に対 して は主 版 巾 を一 定 とし、張出 し床 張長 を変 化 させ て対

応 した。張 出 し床 版 の厚 さは施工 性 を考 え箸厚 と した。

主版 巾 を一定 とした こと と斜 角が 70° より大 きいことか ら、 構 造解析 は 、オル

ゼ ンの理論 を用 い てい る。

なお 、張 出 し床版長 の大 きくな る端 部 は 、主版 巾 を拡 げ支点横桁 を設 けた。

図 -7

本橋 は橋 面形状 が、変形 多角 形 にな った allで ぁ る。

この よ うな橋梁 の場 合 、施工 性 を考 え、場所打 ち施工 と し、床版 は RC構 造

とす るのが よい。 また 、設 計上 捩 リモ ーメ ン トが大 きくな る ことを配慮 して、

桁 自重 の軽 減 とと もに 、捩 り岡1性 の大 きい断面形 状 を採 用 す る必要 があ る。 そ

の ため こ こで は、場所打 ち多重 箱桁 としてい る。 また、縦 方 向 PC鋼 材 の配置

と荷重 の分配 を円滑 にす るため 、 ゥェ ブ及 び横 桁 を直線 で結 ぶ骨組構造 とし、

構 造解 析 は格 子 理論 に よった。

図 -8

本 橋 は 、 ラ ン プ橋 の 一 部 で 、 橋 梁 下 の 県 道及 び河 川 な どの 制 限 か ら、支 承 線

を平 行 に で きな か った こ と と、一 般 道 路 へ の取 合 いの た め橋 梁 に大 きな ば ちが

必 要 とな り、形 状 を任 意 に 施工 で き る場 所 打 ち箱 桁 と した 。 主 桁 の基 本構 造 は
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大 きさが一 定の二 室箱 桁 と し、ば ち部 に一室追加 し、張 出 し床版長 を一 定 とし

て、主 桁底版 巾 を線形 に合 わせ て変 化 させ てい る。床版 は RC構 造 で あ る。主

桁 の設 計 は、格 子構造 として解 析 し、それ ぞれの 部材 に発 生 した断面 力 に対 し

て主 ケ ー ブル を配 置 した。
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第 4章 斜角が小 さい橋梁

概  要

道 路 は通行 す る主体 に対 して最適 な線形 を考 え るべ きで あ る。

道路 の選定 は地 形 、用地 、取付道 路 その他 数多 い要素 に よ って決定 され るため、

一般 に河 川 との交 差角 は殆 ど無視 され てい るのが実 状 であ る。 この た め、斜橋 が

非常 に多 い。 しか しなが ら斜 橋 は直 橋 に比 べ て設計 及 び施工 が煩 雑 で あ るばか り

でな く経 済性 を考 え ると直橋 に比 して 2～ 3割 高 くな る。従 って、大 部 分 の道路

線形 計画 は最終 決定時 に橋梁 位置付近 の線形 を微調 整 し、斜 角 が な るべ く大 きく

な るよ うに修 正 され てい る。

一 般 には斜橋 の場合 、次 の点 を考 慮 してい る。

1 斜橋 とす る場合 、斜角 は 60° 以 上 とす るのが 望 ま しいが 、や む を得 ず 60°

未 満 とす る場 合 は、斜橋 特有 な種 々の応力 につ いて検討 す る必 要 が あ る。

なお 、少 な くとも 45° 以上 を原 則 とす る。

2.T桁 橋 の断面 力は斜角 759未 満 程度 の斜橋 や片持版 の張 出 し長 さの長 い橋

な どに対 しては 、格 子構 造の理論 に よ り算 出す るのを原 則 とす る。 ただ し、

直 橋 あ るい は斜 角が 75° 以上 の斜 橋 は、直交異 方性版 の 理論 に よ り算 出す る

ことが で きる。

3 鈍 角部 の支点 反力 は鋭 角部 よ り大 きくな るの で注意 す る と共 に 、桁 の回転

方 向 と伸縮方 向 が異 な るので支承 の構 造 、配置 な どに も注意 を要 す る。

-1.デ ッ ドス ペ ー ス を設 け た橋

概  要

諸 条 件 を検 討 して 、路 線 を決 定 し た結 果 、 な お 斜 角 が 小 さ くな る場 合 は 、下

記 の 方 法 に よ り対 処 す る こ とが考 え られ る。

A)工 場 製 品 (プ レテ ン シ ョン桁 )

JIS桁 の適 用 範 囲 は次 の通 りで あ る。

桁種別

項 目

JIS A 5313
1  桁

JIS A 5316
T  桁

JIS A 5319
1 桁

標 準 支 間 (m) 5_0-13_0 100～ 210 5_0～ 13.0

自 動 車 荷 重 (t) 14.20 14.20 10

斜     角 (度 ) 90～ 75 90～ 60 90～ 75

幅員 (m)ま たは車線数 18m以下 18m以下 1車 線

雪 荷 重 (100k/m2) 考  慮 考  慮 考  慮

大型車交通量 の割増 し 考  慮 考  慮 な   し

主 桁 高 さ (cnl) 25～ 60 60～ 100 25～ 50

主 桁 間 隔 (cIII) lm当 り 3本 以 内 105_0以 内 lm当 り 3本以内
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この表 の範 囲 内でデ ッ ドスペ ース を考 えれば、 I桁 では 75° 、 T桁 で 60° に

す るこ とが で き る。 この よ うにす る こ とに よって経済 的 にな る こ とが あ る。

B)現 地製作 桁 (ポ ス トテ ン シ ョンプ レキ ャス ト桁 )

現地 製作 であ るため、 この章 の概要 の項 を参考 に して検討 す る。

C)場 所打 ち (支 保工 )桁

支 保工上 で製 作 す るた め、構造 的 に満足 で きる もの であれば 、施工 で きるが 、

構 造性 が最 も重 要 とな り、 この章 の概 要 の項 を参 考 に して検討 す る。

1)デ ッ ドスペ ース を設 けて支 間 を短 くした橋

デ ッ ドスペ ース を設 けた橋 とは次 図 の橋梁 で あ る。

次 に デ ッ ドス ペ ー ス を設 け た と きの 特 徴 を記 す。

1.デ ッ ドスペ ー ス を設 け な い と きに比 較 して桁 高 が低 くな り経 済 的 で

あ る。

2.斜 角 の影 響 が 少 な い 。

3.デ ッ ドス ペ ー ス の 巾 だ け 橋 台 巾 が長 くな るた め 、一 般 に 橋 台 高 さが

高 い場 合 は桁 高 を制 限 す る必 要 もな く、 4-2の 斜 角 を大 き く し、橋

長 を長 く した場 合 を考 え る こ とが で き る。

参考 : デ ッ ドスペ ース を考 えた ときは支間が短 くな る。

例 えば、支間 =30m、 幅員 9.00、  TL20の 場合角度 αと支間 ′1

及 び桁高 Hは 次 表の通 り。

(斜線部 =デッドスペース

θ
′
:道路と河川の交差角

θ :橋の斜角
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α

)ヽド>、、 θ=30° 00

〇

〇

〇

０^＼
30,000

α    ′1(支 間)       桁高 H

90°     30× Cos 60° =15.Om    O.75m

70°      30× Cos 40° =22.9       110

60°       30 × Cos 30° = 25_0        1.30

30°       30 × Cos O° = 30.0        150

これか ら分 か るよ うに、 デ ッ ドスペ ース を設 けれ ば 、 プ レテ ンシ ョンの

桁 が利 用 で きる。反面 橋台 の巾 が長 くな るた め、上 部工 、下 部 工 の全体 に

つ いての経 済性 を考慮 しな けれ ば な らない。一方、用地買収 費 が高 い所 で

は利用価 値 が あ る方 法 であ る。
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種  別  4-1

図 -1

この橋梁 は 、道路 中心線 と水 路 中心線 とが 22° 30′ で交 差 してい る地点 に計

画 され た橋梁 で 、斜角 な りに計画 す ると橋長が約 30mと な り、桁下 余裕高 が取

れ な くな る。 この ため、プ レテ ンシ ョン I桁 を水路 に対 して斜角 60° に並べ て

架 設 し、橋 面上 を道路 が斜 めに横 切 る方 法 を採 った。 よって両側 にデ ッ ドスペ

ースが で きた橋梁 であ る。

この方 法 に よ り、設計上 の斜角 は 60° とな り、支間 につい て も 30mか ら12.5

mと 短 くな るた め、主桁 は プ レテ ン シ ョン I桁 が使用 で き、建築 限 界の余裕 高

さの問題 が解 決 で きた例 で あ る。

なお 、デ ッ ドスペ ースは側道 への取 付道 も併 用 してい るた め、有 効 に利用 で

き、経 済 性 、構 造性 に優 れ た計 画 とな った。

図 -2

この橋梁 は 、道路中心線 と河 川 とが 41° 45′ 35ク で交差 してい る地点 に プ レ

テ ンシ ョンT桁 を架設 した例 で あ る。

斜角 な りに橋 梁 を計画 す ると構 造 上 問題 があ るため、構 造物 の中心線 との斜

角 を 60° 00′ に緩 めて橋面 に三 角形 のデ ッ ドスペ ース を設 け た橋梁 であ る。

本橋 の特徴 は 、主版 巾 を極力 小 さ くし、経済性 を高 め、一 方歩 道 部 の幅員 を

確 保す るた めに 、橋台 か ら床版 を張 出 して対処 してい る。

床版 横 締 方 向 は斜角 な りに設 置 してい る。

図 -3

この橋梁 は 、道路 の中心 線 と軌 道 とが 28° 45ク で交差 して い る地 点 に計画 さ

れた跨線 橋 で あ る。

構造 上 橋梁 の斜角 を 60° まで大 き くして橋面 にデ ッ ドスペ ース を設け る方 法

を採 り入 れ 、 プ レテ ンシ ョン中空桁 を架 設 した橋 であ る。

図 -4

この橋梁 は 、道路 の中心 線 と河 川 の交 角 が 26° 00′ の地点 に架設 され た例 で

あ るが 、構造上 橋 の斜角 を 60° 00′ に緩 くしてデ ッ ドスペ ー ス を設 けた、 プ レ

テ ン シ ョン中空床版橋 の例 であ る。

本橋 の特徴 は 、デ ッ ドスペ ース を少 な くす る目的で車道部 に主桁 を配置 し、

歩道部 は鉄筋 コ ンク リー ト場所 打 ちの補 助桁 で処 理 し、経済 性 とPC構 造 の有

利性 を高 めた橋 であ る。
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この 方 法 に よ り、設 計 上 の斜 角 は 60° 00′ とな り、支 間 も 27mか ら 13_5mと

短 くな り、 プ レテ ン シ ョン中空 桁 が使 用 で きた 。

図 -5

この 橋 梁 は 、道 路 中 心 線 と河 川 とが 36° 11′ 30〃 で交 差 して い る地 点 に計 画

され た橋 梁 で あ る。

構 造 上 か ら主 桁 は 、 支 保工 上 で場 所 打 ち製 作 した 中空 床 版 橋 と し、河 川 との

交 角 を 50° 00′ と緩 く して三 角 形 の デ ッ ドス ペ ー ス を橋 面 上 に設 け た例 で あ る。

図 -6

この 橋 梁 は 、道 路 中 心 線 と河 川 とが 32° 00′ で 交 差 して い る地 点 に 計 画 され

た橋 梁 で あ る。

構 造 上 か ら交 角 を 60° と緩 く し場 所 打 ち中 空 床 版 で処 理 した例 で あ る。 橋 面

上 に三 角 形 の デ ッ ドス ペ ー ス を設 け た が 、主 版 巾 を極 力 小 さ く し歩 道 部 は RC

の 張 出 し版 で処 理 して い る。
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4- 2.斜 角 を大 き く し橋 長 を長 く した場 合

概  要

斜 角 を大 き く した橋 とは 、

θ:橋の斜角

θ
′:道 路 と河 川 の交 差 角

θ :橋 の斜 角

上図の よ うに、橋 台 を河 岸 か ら後 退 させ 斜 角 を大 き

スペ ー ス を用 い た橋 梁 の 逆 で あ る。

デ ッ ドス ペ ー ス を用 い て計画 す るか斜 角 を大 き く

性の比 較 に よ る。

この方 法は橋 長 が長 くな り桁 高 は高 くな るが、橋台 の

い 。

以上 か ら下 部 工費 が高 くつ く場合 は 、斜角 を大 きくし

この とき床版 、横桁 の構 造形 式及 び配 置 は次項 の B一

A)工 場 製品 (プ レテ ンシ ョン桁 )

工場 製品 であ る桁 は、

1.量 産 が可 能 であ る。品質 管 理の良 い製品 がで き

2.規 格 化 が容易 に で きる。

3_気 象 現 象 その他 自然現象 で工事 が制約 されない

4 省 力化 が可能 であ る。

5 プ レキ ャス トエ 法 を利 用す ると工期 が短縮 で き

な どの利点 が あ るが、現地 まで に桁 を運搬 しな くてはな

か ど うか道路 の調査及 び架 設の方 法 を事 前 に検討 しな く

くす る方 法 で あ る。 デ ッ ド

し橋 長 を長 くす るか は経 済

巾 を広 くす る必 要 が な

橋 長 を長 くす る。

1, B-2に 準 ず る。

る 。

らな い た め 、 運 搬 可 能

て は な らな い 。

る 。

B)現 地製作 桁 (ポ ス トテ

現地 で製作 す るため、

ンシ ョンプ レキ ャス ト桁 )

1.桁 製作 ヤ ー ドが必要 であ る

2.桁 製作 ヤ ー ドが無 い ときは

3_桁 架設 工 法の検討 が必要 で

ブ ロ ッ クエ 法 とす る。

あ る。

は 次 の よ う に す る。プ レキ ャス ト桁 で処 理 す る と き、床 版 の 横 締 及 び横 桁

θ
′
:道路と河川の交差角
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B-1 床版 の横 締 につい て

床版 の横締 鋼材 、及 び配筋 の方 向は T桁 の場合斜角 60° までは斜角 と同万

向 とし、斜角 60° 未 満の場合 は主 桁 に直角 に配置 す る。

-2 横 桁 に つ い て

中 間 横 桁 の 配 置 は 主 桁 に直 角 に 配 置 す るの が 望 ま しい が 、斜 角 が (90° ≧θ

≧ 45° )の 場 合 、 一 般 に 支承 線 に 並 行 に配 置 して よい 。

中 間 横 桁 を支 承 線 に並 行 に配 置 す るか 、主 桁 に直 角 に 配 置 す るか を規 定 す

る こ とは 非 常 に困 難 で あ り、 斜 角 θと ″/Bと の 関係 によ り決 め るべ きで あ ろ

う。 一 般 に は 主 桁 に直 角 に配 置 す る と斜 橋 の特 徴 で あ る負 反 力 や 捩 りが顕 著

に現 わ れ る とい わ れ てお り、 45° ま で は支 承 線 に並 行 に 配 置 して もよい こ と

に な って い る。

C)場 所打 ち (支 保工 )桁

支保工上 で桁 を製作 することがで きるため、斜角 に対 して構 造物 としての適 用

性 が大 きい 。場所打 ち桁で デッドスペースを考えた橋梁 は経 済 的 に優 利性 があ る。

ただ し、場 所打 ちで あ るため、次 の条件 を満足 しな くては な らない。

1.桁 下 空 間が狭 い こ と。

2.河 床 の地盤 が良好 で支 保工 の基 礎 が経済 的にで きる こと。

3 出水 の心 配が ない こと。

4.桁 端 か ら緊張 を行 うた めに下部構造 のパ ラペ ッ トを後打 ちす ることが

で きるこ と。

場所打 ち桁 の優 利性 はプ レキ ャス ト桁 に比較 して桁高 が低 くな るこ とで、支

間が短 い ときは中空床 版橋 とし、支 間 が長 い ときは箱桁橋 とす る。

支承線 支承線
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種  別  4-2

図 -1

この 橋 は 、 道 路 の 中 心 線 と計 画 河 川 中 心 線 との交 角 が 48° 30′ で あ っ たが 、

桁 長 を長 く して斜 角 を 60° と大 き く し設 計・ 施工 を容易 に した橋 梁 で あ る。

この た め 、 支 間 長 は 約 17mか ら 20mに な り 30m程 度 長 くな るが 、逆 に橋 台

巾 は 15mか ら 12.8mに 短 くな り経 済 性 の損 失 は小 さ く、構 造 性 の 改 善 を優 先 し

た施工 例 で あ る。

なお 、主 桁 は プ レテ ン シ ョン T桁 を利 用 し、横 桁 、床 版 横 締 は斜 角 方 向 と し

て い る。

図 -2

この 橋 は 、道 路 の 中 心 線 と河 川 との 交 角 が 約 38° で あ り、 この ま ま で は設 計・

施 工 が 非 常 に煩 雑 とな る。 橋 長 を長 く して 、斜 角 を 60° ま で大 き く し、設 計・

施工 を容 易 に した例 で あ る。

この た め 、 支 間 長 は 約 38mか ら 45mと な り7m程 度 長 くな った が 、 逆 に橋 台

巾 は 20mか ら 13.5mに 短 くな り上下部工 の総 建 設 費 は あ ま り変 らず 、構 造 性 、

経 済 性 の有 利 性 が 発 揮 され た例 で あ る。

な お 、主 桁 は ポ ス トテ ン シ ョン方 式 T桁 橋 を用 い た。

した が って 、大 型 の 架 設 機 械 が必 要 で あ った が 、 PC桁 で は主 桁 の長 さ60m

の長 さ ま で実 施 例 が あ る。

図 -3

この 橋 は 、 道 路 の 中 心 線 と河 川 との 交 角 が 46° 30′ で 、 この ま ま で は設 計・

施 工 が 非 常 に煩 雑 で あ るの で橋 台 を河 岸 よ り離 し、斜 角 を 60° ま で 大 き くし、

施工 性 、構 造 性 、経 済 性 を有 利 に した もの で あ る。 この た め に 、 支 間 長 は約 25

mか ら41mに な り 16_Om程 度 長 くな っ た が 、逆 に橋 台 巾 は 36mか ら 25mと 両橋

台 で 22m短 か くな り、下 部 の基 礎 杭 の 施 工 費 を含 め る と経 済 的 な 損 失 は小 さか

った。
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4-3_斜 角 が小 さい ままで実 施 した場 合

概  要

斜 角 の影響 はプ レキ ャス ト桁 、場所打 ち桁で厳 密 にい えば違 う。 また 、斜 角

の取扱 い方 もまだは っ き りした定説 が な く道路橋 示 方書 に従 ってい る。

ここでは斜橋 につい ての注意 事項 を記 す。

A)工 場製品 (プ レテンション桁 )、 B)現地製作桁 (ポ ス トテンションプレキャス ト桁 )

T桁 の場合 (JIS A 5316,ポ ス トテンションT桁 )

主 桁)斜 角 が 75° 未 満 の場 合 は格子構造理論 に よ って断面力 を解析 す る。

剛度 につい ては 、主 桁 、横 桁 の捩 り剛 性 を無視 して解 く。

横 桁)横 桁 は下図 の よ うに配置 す る。

θ≧45°

斜角が 45° 以上の場合の横桁の配置例

斜角が 45° 未満の場合の横桁の配置例

床 版)床 版 横 締 の 配 置 は この章 の 4-2(B-1)を 参 照 。

C)場 所 打 ち (支 保工 )桁

斜 橋 の場 所 打 ち桁 の 場 合 、構 造形 式 は 支 間 が短 い と き床 版 橋 、支 間 が 長 い と

箱桁 橋 とな る。

斜 め床版 橋 には次 の よ うな特徴 が あ る。

(1)鈍角部 に生 じ る負 の主 曲げモ ーメン ト

方向 に生 じる6

(2 主 曲 げモ ーメ ン トの方 向 は、 自由縁 と

の方 向 の中間に あ る。

(3 支間方向最大 曲 げモ ーメ ン トの発生す

したが って中央 か ら鈍角 部 の方 に移 動す

の方向 は鈍 角 の 2等 分線 に直角

支承線 に対 す る垂直 の それ ぞれ

る位 置 は 、斜角 が小 さ くな るに

る。

θく(45°
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(4)同 一 支 間 に お い て 、斜 角 が 小 さ くな るに したが っ て 支 間 方 向 の 曲 げ モ

ー メ ン トは小 さ くな るが 、逆 に支 間 直 角 方 向 の曲 げ モ ー メ ン トは大 き く

な る。

この よ うに直 床 版 橋 と相 当異 った特 性 を もって い るが 、 これ らは 弾 性 支承 を

用 い る こ とに よ って相 当緩 和 され る。

斜 め床 版 橋 の 断 面 力 を厳 密 に 求 め る こ とは煩 雑 で あ るの で 、 〔道 示 皿 〕 6.3

で は 、 Nielsen及 び Vogt並 び に H orn be rgの 図 表 な どを参考 に した簡 易方 法

に よ る断 面 力 の 算 出 法 が 示 され て い る。 しか し、 i/b<0.5及 び斜 面 角 が 45°

以 下 の場 合 は 、格 子 理 論 な どに よ り断 面 力 を求 め るのが よ い 。

ま た 、弾 性 支 承 を用 い た 斜 め床 版 橋 の 断 面 力 も、上記 と同 様 に 断 面 力 を算 出

す るの が よい 。

次 に 施 工 上 注 意 すべ き点 を記 す 。

C)-1 床 版 橋 の場 合

1)中 空型 枠 の端部 の処 理方 法

中空型 枠 の端部 (蓋 )を 図 -2の よ うに桁端 に平 行 とす れ ば、経済 性 、

施工 性 の面 か ら非 常 に不利 とな り図 -1の よ うに中空型 枠 に直角 に設

け る ことが望 ま しい。 これ は中間隔壁部 も同様 で あ る。

図 -2

中 空 型 枠 端 部 桁 端 の 間 隔 ′は PC鋼 材 の種 類 、 中 空 型 枠 の 中心 間 隔

な どに よ リー 概 に は決 定 で きな い が PC鋼 材 を水 平 方 向 に 曲 げ て配 置

す る必 要 が あ り、 15m以 上 離 す こ とが 望 ま しい 。

な お 、斜 橋 の場 合 は 定 着 部 の切 り欠 きが広 くな るた め注 意 す る必 要

が あ る。

図 -1

L  l   ~
I1  lI  ]

L  :
I   JI  I
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種  別  4-3

図 -1

この 橋 は 、斜 角 45° 00′ で支 間 が 13mの ため 、 プ レテ ン シ ョン I桁 橋 と した。

横 締 鋼 材 は 幅 員 が狭 い た め (W≦ 8_Om)、 PC鋼 棒 φ23A種 と し主 桁 に 直 角 方

向 に配 置 した 。

本橋 の特 徴 は 、 支 間 中央 部 と桁 端 部 の 横 締 鋼 材 位 置 をず ら し、斜 締 と直 締 鋼

材 が 当 た らな い よ うに した こ と と、反 り量 の影 響 を考 え て横 締 孔 を大 き く した

こ とで あ る。

図 -2

この 橋 は 、斜 角 右 58° 58′ 07ク で 支 間 10910mを プ レテ ン シ ョン I桁 橋 で施

工 した例 で あ る。

本橋 は 、橋 長 に 比 較 して幅 員 が広 く、施 工 地 点 の条 件 (交 通 規 制 )に よ り、

上 り線 と下 り線 とに分 割 施工 され た橋 で あ る。

横 締 の 方 向 は主 桁 と直 角 と し、標 準 部 の 長 い鋼 材 は ス トラ ン ドケ ー ブル 、短

い鋼 材 は PC鋼 棒 を使 用 した。

な お 、二 期 施 工 の横 締 は 、緊 張 の た め パ ラペ ッ トを後 打 ち と し桁 端 部 を切 り

欠 い た 。

図 -3

斜 角 50° 30′ 、 支 間 22.800m、 有 効 幅 員 70mを プ レテ ン シ ョン T桁 橋 と し

た施 工 例 で あ る。

本橋 の 特 徴 は 支 間 が JIS桁 の最 大 長 よ り長 い が 、二 等 橋 で あ るた め 、一 等

橋 の桁 断 面 で対 処 して い る こ とで あ る。

ま た 、 中 間横 桁 の方 向 は主 桁 と直 角 に配 置 した (通 常 は 斜 角 に平 行 に配 置 し

て い る )。 床 版 横 締 の方 向 は 、主 桁 と直 角 に配 置 し端 部 の横 締 鋼 材 が 配 置 で き

な い部 分 に つ い て は D16 mmの 鉄 筋 を差 し筋 して RC構 造 と して対 処 して い る。

図 -4

斜 角 40° 00′ 、 支 間 20940m、 全 巾 11.000mを プ レテ ンシ ョン方 式 中 空 床 版

橋 と した例 で あ る。

本橋 は こ桁 高 制 限 を受 け斜 角 が 小 さい た め 、中 空 桁 と して い る。 ま た 、横 桁

を主 桁 と直 角 に して い るた め横 方 向 の 断 面 力 が大 き く、鋼 材 は PC鋼 棒 φ32 nm

を使 用 し、鋼 材 長 が長 い と ころ は継 手 を用 い た。

な お 、桁 端 横 締 は主 桁 を切 り欠 き 、中 間 横 桁 と当 た らな い様 にず ら し て配 置
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してい る。主桁 の ソ リの影 響 を考 慮 して、横締孔 の径は φ70 mmと してい る。

図 -5

この橋 は 、斜 角 49° 30′ 、支 間 15_560m、 全巾 13200mを プ レテンシ ョン中

空床版 橋 とした例 であ る。

本橋 の特徴 は 、横締鋼 材 を鋼材 の長 短 に よ リス トラン ドケー ブル と鋼棒 とに

使 い分 を してい るこ とであ る。

一般 に短 い鋼 材 は鋼棒 、長い鋼材 は線 材 を利用 す る。

図 -6

この橋 は、斜 角 43° 32′ 20″ の ま まで施工 した ポス トテ ン シ ョン方式 単純 プ

レキ ャス トT桁 橋 の例 であ る。

横 桁 と主 桁 の継 目部 を横 桁軸 線 に対 して直角 とし、床版 横締 の方 向 につい て

一般部 は主桁 に直角方向 と し、桁端 部 付近 におい ては、径 の大 きい PC鋼 棒 を

放射状 に配置 し、斜角 の影 響 を考慮 してい る。

また、横 桁 の PC鋼 材 も床版 と同様鋼材径 を使 い分け してい る。

図 -7

この橋 は 、斜 角右 42° 00′ で施工 され たポス トテ ンシ ョンプ レキ ャス ト単 純

T桁 橋 であ る。

中間横 桁 が主 桁構造 中心 線上 支間 を 3等 分 して主 桁に直 角 に配 置 され てい る

ため、経済 性 、施工性 を考 えて横 桁 を場所打 ちとした。

端横 桁 は、支承線上 に設 けてい る。

この よ うな構 造 は斜 角 を 45° 00′ に大 きくし、橋長 を少 し長 くして中間横 桁

を 45° に設 け た方 が橋梁 自体 と しては安 定 す る。

横締鋼材 は主 桁 に直角 と した。

図 -8

この橋 は、斜 角 45° 00′ を有 す るポス トテ ンシ ョン単純 T桁 橋 の例 であ る。

本橋 の場合 、斜角 が 90° ≧ θ≧ 45° で あ るため 、横桁方 向 は全 て斜角 方向 と

し、床 版横締 は主 桁 と直角 方向 に配 置 してい る。

横桁 と主桁 の継 目部 は全 て斜 角 な りに接合 してい る。 また 、床 版 横 締 の配 置

で きない部分 は 、 RC構 造 としてい る。
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図 -9

この橋 は、斜角 48° 00′ を有 し、支間 38900m、 全 巾 6.200mの ポス トテ ン

シ ョン方式 プ レキ ャス ト単 純 T桁 橋 であ る。

本橋 は 、斜角 が 90° ≧ θ≧ 45° で あ るため、横 桁方向 は全 て斜角 方向 とし、

床版横 締 は主桁 と直角 方向 に配 置 してい る。

横 桁 と主桁 の継 目部 は、横桁軸 線 に対 し直角 に接合 し、床 版横締 の配 置 で き

ない部 分 は RC構 造 と してい る。

なお 、横締鋼 材 は長 さが短 い ため 、 PC鋼 棒 を使 ってい る。

図 -10

この橋 は、曲線半径 R=130mの 河 川 曲線部 に幅員 30mの 道路 が横 断 した地

点 に計画 され た ポス トテ ン シ ョンプ レキ ャス トT桁 橋 であ る。

本橋 の特徴 は 、中央 分離 帯 で上 下 線 が分 け られ 、経済性 を考 えて上 り線 と下

り線 の橋 長 を変 化 させ斜角 45° の ままで施工 した ものであ る。

なお 、横桁方 向 は支承 線 と平行 とし、床版横締 は主 桁 に直角 方 向 とした。

図 ― H

この橋 は、斜 角右 34° 00′ で支 間 22.700m、 全 巾 7200mの 橋梁 で、鈍角部

に半径 R=3.0～ 35mの ば ちが つ い た構 造 であ る。

特 に斜 角 が小 さく、ば ちが付 いて い るため線形 や構造的 な問題 に対処 しやす

い場 所打 ち中空 ス ラブ とし全支 保工 で施 工 した。

ば ちに対 しては 、張 出 し床版 長 を一定 とし主版 幅 を変 化 させ 、か つば ち部主

版 に も中空型 枠 を配 し、自重 を軽減 してい る。鉄筋 が三段 配 置 とな るた め、中

空型 枠 の上・ 下床版厚 さを通常 の場 合 よ り厚 くしてい る。

図 -12

この橋 は、支 間 が 16_2mで 支 間上 か らは プレテ ンション桁 の範 囲 であ ったが 、

桁搬 入 が不可 能 であ った ため、支 保工上 で場所打 ち施工 す るポス トテ ンシ ョン

中空版 橋 で計画 された橋 で あ る。

計算 は格子構 造 の理論 に よ り断面 力 を算 出 してい る。

また、主版 配筋 を考 え中空型枠の上下床版 の厚 さを厚 くしてい る。

図 -13

この橋 は 、曲線 半径 R=200m区 間 で 、幅員 15_298m～ 16_369mと 変 化 して

い る。 また 、斜 角 が 45° 19′ 05絵ν44° 18′ 43ク と変化 し、複雑 な平 面形状 をし
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て い る。

断 面 形 状 は 、 4室 箱 桁 と し、支 保工 上 で製 作 した ポ ス トテ ン シ ョン単 純 箱 桁

橋 で あ る。

平 面 曲 線 に対 して は 、室 の大 き さ を変 化 させ 、 か つ張 出 し床 版 の 長 さ を変 化

させ て対 処 して い る。

一 方 、横 桁 隔 壁 は 、主 桁 と直 角 に 3ケ 所 設 けて い る。
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第 5章 桁高制限のある橋梁



第 5章 桁高制限のある橋梁

概  要

橋梁 を計画 す る とき、河 川 管理上 、 または橋梁下 の工作物 との関連 か ら支間割

と桁下 空 間が 決 ま り、 これ に よ り桁 高 が決定 され てい る。

一般 に桁高 は高 くした方 が経済 的 とな るが 、取付道路 な どの関連 か ら桁 高 を制

限 しなけれ ば な らない ときが多 い。

単純 桁 (静 定構 造 )と して考 え る場合

1.プ レキ ャス ト桁→ T桁 を用 い桁 本数 を増加 して標準 よ り桁高 を下 げ る方

5- 上
　
概

法 。 円筒中空 桁 を用 い る方 法。

2.場 所打 ち→ 場 所打 ち中空床 版 橋 を支保工上 で架設 す る方 法。

3.ゲ ルバ ー桁 として 吊支間 を短 くして桁高 を低 くす る方 法。

4 支点上 の桁高 をせん 断力 と施工上 か らの必要高 さだ け確 保 して桁 高 を縦

断 勾配 に合 わせ て変化 させ る方 法な どが あ る。

変 断面 で施工 した橋梁

要

取付 道路 との関連 で橋台上 の桁 高 を制 限 したい場合 には 、橋梁 の縦 断勾配 を

放物線 に して桁高 を橋台上 で しぼ る方 法で一般 に対処 してい る。

この とき、桁高が 変化 す るの で工場製 品 であ るプ レテ ン シ ョン桁 には一般 に

適 さな いが (型 枠 の転 用 、製作 キ ャンバ ーの問題 な ど)、 計画するに当って十分

な検討 を行 えば可 能 であ る。

ポス トテ ン シ ョン桁 は適 してい る。 しか し、次 の様な点 に十分留意 す る必 要

が あ る。

1)PC鋼 材 の定着 が可能 で あ るこ と。

2)せ ん断力 に対 して十分 な配筋 が され てい ること。

3)橋 台上 の桁高 は PC鋼 材 の定着段数 によ って決定 され る。

図例  変断面 の桁

A)工 場 製 品 (プ レテ ンシ ョン桁 )

工場 製 品 は鋼製型 枠 を用 いて量産 が可 能 に してい る。 また 、 PC鋼 材 は直線
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配置 が基 本で あ る。 このた め図例 の橋 を計画す る場合 、 JIS A 5316の 桁 (T

桁 )は 製作 が困難 であ る (木 製 の型 枠 を用いて経済性 を無視 す るの であれば可

能 であ るが )。  I桁 (JIS A 5313)は T桁 (JIS A 5316)と 同 じ理 由か ら施工

は困難 であ るが 、間詰 コンク リー トを打 設す るた め、せん断力の補強 が可 能で

あ る。 以上 か ら応 力 の検討 を行 ない 、十 分 に安全 性 を確認 した場 合 は応 力上問

題 ない。

中空桁 は 、 JIS A 5313・ JIS A 5316に 比 して最 も適 用が可 能 な桁 であ り

実例 が多 い。

B)現 地製作 桁 (ポ ス トテ ン シ ョンプ レキ ャス

現地製 作 で あ り、型 枠 を変断面 桁 に合 わせ

用例 が最 も多 い。

1)支 間 が短 い場合

卜桁 )

て製 作す るこ とがで き るた め、適

経 済性 か ら、主桁横 断面の形 状 を凹 凸のあ る断面 とせ ず下 図 の よ うにす る。

支 間 が短 い場合 (支 間 L<20m)

橋軸 方 向に 同一 断面 とす る。

A― A  B― B  C― C

TT冒
2)支 間が長 い場合 (20m≦ L≦ 40m)

主 桁 断面形 状 は凹 凸の あ る断面 とす る (建 設省制定標 準設計 の断面 )。

支点 部 はせ ん断力 が支配す るた め、腹部 の断面 を厚 くす るか腹 鉄筋 を密 に

配置 す る。支 間 が 40m以 上 になると断 面形状及 び材料強 度 を変更 す る ことに

よ って橋台上 の制限桁高 を満足 させ る。

C)場 所打 ち (支 保工 )桁

場所 打 ちで あ るため 、変 断面 にす るこ とは可能 であ る。

支間 が短 い と きは中空床版橋 にす るが 、中空型 枠材 の大 きさを桁 高 の変 化に

合 わせ て階段状 に変 化 させ るか 、または一定 にす るかは施工性か ら決 ま る。

(1)中 空型枠 につ いて

①  支間が 10m以下のとき、中空型枠材を階段状に変化 させることは、経済

性、施工性か ら困難であリー定の型枠を用いる。
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′≦ 10m

「
     1 l    J

② 支間が 10m以 上になると中空型枠材は階段上に変化させる。

10m<′ ≦ 40

支 間 が 長 くな る と床 版 橋 と し て の 性状 よ り も桁 橋 と して の性 状 が 支 配 的 に

な る。

支 間 が 40m以 上 にな ると支 間 中央 の桁 橋 が 2.Om以 上 にな り、中 型 枠 の組 立 、

解 体 が可 能 で あ るが 、 支 間 が 40m未 満の場合 、中 型 枠 の 施工 が 困 難 で あ るた

め 中 型 枠 と して 中空 型 枠 材 (中 空 ボ イ ド)を 用 い る。

配 置 は段 階 状 に行 な う。
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種  別  5-1

図 -1

通 常 23855mの 桁 長 ではポス トテ ン シ ョン T桁 を計 画 す るが 、桁 高 を極 力 制

限 す る必 要 か ら当橋梁 は プ レテ ン シ ョン中 空 桁 に ボ ン ドコ ン トロ ール エ 法 とベ

ン ドア ップエ 法 を採 り入 れ た例 で あ る。

橋 台 上 の桁 高 HOは H。 =T子
丁

とな っ た。

図 -2

本 橋 は桁 端 の 桁 高 を極 力 押 え た プ レテ ン シ ョン中 空 桁 で あ る。

桁 高 は 中 央 で H=子  桁 端 で
ぜ年

とな って い る。

図 -3

ポス トテ ン シ ョンプ レキ ャス トT桁橋 としては標準 的 な支 間 で あ るが 、桁高

が制限 され た ため 、有 効幅 員 4.Omに 対 して T桁 を 4本使 用 してい る。

本橋 は主 桁 本数 を増 加 させ 1本 当 りの負担荷重 を小 さ くした例 であ る。

図 -4

ポス トテ ン シ ョンプ レキ ャス トT桁 橋 としては標準的 な支 間 で あ るが 、桁高

が制限 され た ため 、有 効幅 員 4.Omに 対 して主桁 を 3本 使 用 してい る。

また 、縦 断 線形 凸型 に合 わせ て桁 高 を支 間中央 で 1.310m、 桁端 で 08mと 変

化 させ た。

支間中央 の桁高 H。 は H。 = Z 、また 、桁端 の桁高 Hl=τ
丁

となっている。

図 -5

本 橋 は縦 断 曲線 に合 わ せ て単 純 中 空 床 版 橋 を変 断 面 で施 工 した例 で あ る。

桁 高 の変 化 に伴 い中 空 型 枠材 の径 を 2種 類 使 用 して い る。 な お 、桁 端 の 桁 高

Hl=ITと な っ てい る。

図 -6

この 橋 梁 は縦 断 線 形 に合 わ せ た 2径 間 連 続 場 所 打 ち中 空 床 版 橋 を変 断 面 で施

工 した例 で あ る。
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桁高 の変化 に合 わせ て中空型枠材 の径 を順次 3段 階 に分 けて配置 してい る。

ここでは構造 形 式 を連 続構 造 として桁高 を低 くした例 で あ る。

橋脚 上 の桁高 H。 =―
ザ纂

、一 方桁端 の桁高 Hl= ′ とな った。

図 -7

本橋 は縦 断線 形 に合 わせ て単純場 所打 ち箱桁 を変断面 で施工 した例 であ る。

支間中央の桁高はH。 =」生 で桁端の桁高Hl圭  ′ となっている。
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プレテンション方式 中空床版橋
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ポストテンション方式 T桁橋
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ポストテンション方式 場所打 中空床版橋
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5-2.橋 梁 全 体 を通 して桁 高 を制 限 した橋 梁

概  要

道 路 全 体 の縦 断 勾 配 が橋 梁 部 分 で 容 易 に変 更 で きず 、橋 梁 下 に交 差 す る道 路

や鉄 道 が あ り、 桁 高 を全 体 的 に制 限 しな けれ ば な らない場 合 に は一 般 に次 の 方

法 で対 処 して い る。

A)工 場 製 品 (プ レテ ン シ ョ ン桁 )

工 場 製 品 の プ レテ ン シ ョ ン桁 は 中 空 桁 (建 設 省 制 定 中 空 桁 、各 社 開 発 の 中 空

桁 )と JIS A 5316の T桁 , JIS A 5319の I桁 に 分 け られ る。

下 図 は建 設 省 制 定 中 空 桁 と JIS A 5316桁 の 桁 高 で あ る。

100

H

晰1    80

高  60

(clll)

40

↑

10         12         14         16         18         20

一等橋

X建設省制定中空橋

JIS A 5316桁

支間L(m)

桁 高 を制 限 す る場 合 、一 般 に PC鋼 線 を ボ ン ドコ ン トロ ール した り、 ま た 、

ベ ン ドア ップす る こ とに よ り、上 記 桁 高 を概 略 1 0 cnl程 度 は下 げ る こ とが可 能 で

あ る。

また 、 プ レテ ン シ ョン桁 の場 合 、上 縁 側 の コ ン ク リー トの圧 縮 応 力 度 で断 面

(桁 高 )が 決 定 され て い る の で 、高 強 度 コ ンク リー トの使 用 (σ ck=600し鶴 ～

σck=800ヾ く )に よ り、 桁 高 を低 くす るこ とが で き る。

桁 高 を制 限 す るた め に多 量 の プ レス トレス を導 入 しな くて は な らず 、 その 結

果 、桁 の上 ぞ り (キ ャ ンパ ー )が 大 き くで るの で注 意 す る必 要 が あ る。

支 間 中 央 で所 定 の舗 装 厚 を確 保 し よ う とす る と、桁 の上 ぞ りの た め 、 支点 上

で は支 承 位 置 を下 げ て 、桁 を据 付 け な け れ ば な らな い。

また .支 点 付 近 で は 、舗 装厚 が大 き くな るの で十 分検 討 して お く必 要 が あ る。

次 表 は JIS A 5316桁 の製作 キャンバ ーの標 準 値 で あ る。
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支 間

(m)

等 橋 支 間

(m)

等 橋

呼 び 名 た わ み 呼 び 名 た わ み

10 BS  60-16

2.O cm

16 BS  90-20
3 0cm

70-14 17 100-20

，
“ 70-16 18 100-22 3 5 cln

13 80-16 19 BD 100-18 5 0cm

14 80-18
2.5 cm

20 100-22 6_5 cln

15 90-18 21 100-24 7 0 cln

B)現 地 製 作 桁 (ポ ス トテ ン シ ョン プ レキ ャス ト桁 )

ポ ス トテ ン シ ョン桁 は T桁 と円 筒 中 空 桁 に分 け られ る。

T桁 で 桁 高 を制 限 す る場 合 は 、 標 準 設 計 (建 設 省 制 定 )の 上 縁 巾 (1500)を

せ ま く し、 で き るだ け 桁 本数 を増 加 させ て対処 して い る。

支間 と幅員 構 成 に よ リー概 には い えないが、一般 に支間 の 1/21～ 1/23の 桁

高 が可 能 であ る。

円筒 中空桁 の場合 は 、 1/22～ 1/25の 桁高が可 能であ る。

ただ し、プ レキ ャス ト桁 であ るの で架 設重量 を考慮 す る必 要 が あ る。

桁一 本 当 りの重量 としては 150t程 度 までは架 設可 能 であ る。

また 、桁高制 限 を受 け る橋梁 は 、建築 限界に対 して余裕 が ない場 合が多 いの

で、施工 中 の 吊 り足場 及 び防護 工 が橋梁 下 に交差 す る道路 や鉄道 の建築 限界 を

侵 さないか ど うか を十 分検 討 してお く必要 があ る。

C)場 所打 ち (支 保工 )桁

桁高 を しぼ る方 法は プ レキ ャス ト桁 の項 と同 じであ る。

つ ま り、変断 面 の桁 に して、桁端 を しぼ るか 、等断面 の桁 に して桁高 をしぼ

るか で あ る。

どち らを採 用 す るか は取付道路 、桁下 空 間な どの条件 に よ り決定 され る。

場 所打 ち桁 と しては 、中空床版 橋 と箱 桁橋 とに分 け られ る。

中空床 版橋 は単純桁 、連 続桁共 に利 用 で きるが 、連続桁 として も支間長は30

m程 度 までで あ る。

連 続 桁 とした ときは単 純桁 よ り桁 高 は低 くな り、支間の約 1/27と な る。

箱 桁 は支 間 35m程 度 以上 に用 い られ、 桁高は支 間の約 1/27が 可能 で あ る。
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種  別  5-2

図 -1

桁高 を低 くす るため に この橋 は コ ンク リー トの強度 を σck=600kycJと し、ま

た、ボ ン ドコン トロールエ 法 を用い た橋梁 で あ る。

桁 高/支 間 =1/32.0(TL-14)

図 -2

この橋 は プ レテ ンシ ョン中空 桁 を使用 し、ボ ン ドコン トロールエ 法 を利用 し

て桁高 を低 くした橋 で あ る。

図 -3

本橋 は設計基準強度 を高 くす る (σ ck=750 kg/cr)こ とによ り、桁高 を低 くお さ

えてあ る。 また、 プ レス トレス を有 効 に導入 す るためベ ン ドア ップエ 法が導 入

され て あ る。

支 間 中央 の桁 高 H。 は H。 = 40 とな った 。

この よ うに一 般 に桁 高 を低 くす る 目的 に対 処 す る方 法 と して は (1)桁 本数 を増

や す 。 (2構 造 系 を変 え る。 (0コ ン ク リー トの強 度 を高 くす る。 14)プ レス トレス

の導 入 方 法 に工 夫 を加 え る な どの 方 法 が あ り、 こ こでは(0,(0の 方 法 を考 え た 。

な お 、 PC鋼 材 に l T152を 使 用 してい る。

図 -4

桁 高 を低 くす るた め に 、 本橋 は一 般 の ポ ス トテ ン シ ョン方 式 プ レキ ャス ト桁

と違 い次 の方 法 を施 し た例 で あ る。

(1)主 桁 本数 を増 や した 。 (建 設 省 の標 準 設 計 の上 フ ラ ン ジ巾 は 1,5 0 0 1nmで

あ るが 、 当橋 で は 1,20 0 mmと して い る。)

(2 下 フ ラ ン ジ巾 を 6 0 0 mmと した 。

(0 桁 高 が低 い の で ウ エ ブ厚 さ を下 フ ラ ン ジ巾 に して い る。

以 上 の結 果 と して標 準 設 計 で は 、 約 1,350 mmの 桁 高 を 9 0 0 mmに 押 え る こ とが

で きた 。

支 間 中央 の桁 高 H。 は H。 =巧
電気
「

とな った。 (′ は支 間 )

図 -5

本橋 はポス トテ ンシ ョン方式 の プ レキ ャス ト桁 であ るが 、桁高 を低 くす るた
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めに中空断面 と した例 であ る。

1本 当 りの PC鋼 材 本数 の桁
戸

Hは H=π
≠亀

図 -6

本橋 は場所打 ち中空 床版 橋 で あ る。従 って、 この形式 の橋梁 は支 保工 が可 能

な場 所 に限 られ る。

場所打 ち中空床版橋 は床 版全体 を有 効 断面 と考 慮 す るこ とが で きるの で桁 高

が低 くで きる。

また 、本橋 は歩 道部 に空 間 を設 けて荷 重 を軽減 した。

なお 、場所打 ち PC床 版 橋 の場 合 、設 計基準強度 を 350し術 とするのが一 般

的 であ る。
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第 6章 橋梁幅員を拡巾した橋梁

概  要

橋梁 が竣工 した後 、交通量 の増大 な どに よ って幅員 を拡 巾す る必 要 が生 じた場

合 、また 、施工 上 全 面交 通止 めが で きな い場合 には 、橋梁 の幅員 を増 幅 した り、

分割 施工 を考 えな くてはな らない。

計画 の段階 か ら幅 員 を拡 巾 す る ことが分 ってい る場合は充 分 な検 討 を加 えてお

くことが で きるが 、計画 の段 階で分 ってい ない ときは、拡 巾す る部 分 を単体構造

物 として設計 す る場 合 と、旧橋 と新 橋 を横 方向 に継 ぐ方法が あ る。

ま とめ ると次 の よ うに な る。

1)旧 橋 と新 橋 を別 々の構造物 として縁 を切 る。

2)一 期工 事 は一期 で単 独構造物 と して設計荷重 に耐 え る構造 とし、二期工

事 が完 成 した後結 合 して一体構 造 とす る。

3)一 期工 事 は一期 の単 独構造物 と して考 え、二期は二 期 の単 独 構造物 とし

て考 え るが 、分離 せず に横 桁 を設 けて連結 す る方法。

これ らにつ いて の特徴 を記 す。

6-1.縦 目地 を設 けた場合

縦 目地 を設 け る構造 は概 要の 1)項 で あ る。

縦 目地 が主 桁 の張 出 し床 版部 にで き、 日地部 に輸 荷重 が載荷 す るため、床版

は充分 な検討 が必 要 で あ る。

A)工 場製品 (プ レテ ンシ ョン桁 )

I型 桁 (JIS A 5313,JIS A 5319)、 中空桁 は継 目地 が容 易 にで きる。

T型 桁 (JIS A 5316)は 床版 厚 さが 1 6 clnと 薄 いため、前以 って計画 す る場

合 は現場打 ちの横桁 を設 けるか 、床 版厚 さを厚 くした T桁 を設 計 す るか の方

法で対応 で きるが 、前以 って不 明 の場合 は舗装厚 さを厚 くし、舗 装 部 に コン

ク リー トを打 足 し鉄筋 を補強 す る。

B)現 地製作 桁 (ポ ス トテ ンシ ョンプ レキ ャス ト桁 )

ポス トテ ン シ ョンプ レキ ャス ト桁 は工場製品 JIS A 5316の T桁 と同 じで

あ る。

C)場 所打 ち (支 保工 )桁

支 保工上 で製作 す るた め、前以 って計画 す ると きは何 ら問題 は ない。

交 通量 の増加 に よ り後 で拡 巾 しな くてはな らな くな った とき、床 版 の構造

が プ レス トレス トコ ンク リー トで あ るか 、鉄筋 コ ンク リー トか に よ って方 法
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が違 う。

プ レス トレス トコ ンク リー トの場合 は 、プ レテ ンシ ョンT桁 に準 ず る。

鉄 筋 コ ンク リー トの場 合 は 、床 版 をや り直 す ことがで きるため 、版 厚 を厚

くした鉄筋 コ ンク リー トにす る こ とが で きる。
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種  別  6-1

図 -1

本橋 は道 路 計 画 に伴 い ば ち部 を新 設 し た橋 梁 で あ る。

ば ち部 が 6mと 大 きい た め 、 デ ッ ドス ペ ー ス を設 け処 理 した。

縦 目地 は PC部 と RC部 の タ ヮ ミ差 を除去 す るた め に 、 ゴ ム ジ ョィ ン トを使

用 した完 全 分 離 の 構 造 で あ る。

図 -2

本 橋 は車 道 幅 員 の拡 巾 と歩 道 の新 設 に よ り拡 巾 され た橋 梁 で あ る。

拡 巾 の幅 は 4.62mで 片 側 へ拡 巾 され て い る。

縦 目地 の位 置 は 車 道 部 とな り完 全 分 離 の構 造 で あ る。 縦 目地 装 置 と して は ゴ

ム ジ ョィ ン トを採 用 して い る。

図 -3

本 橋 は既 設 橋 梁 部 に歩 道 部 を新 設 し、 車 道 部 を拡 巾 した橋 梁 で あ る。

主 桁 配 置 の 関 係 で既 設 橋 梁 主 桁 の上 フ ラ ン ジ部 を 045m所 り切 断 して い る。

縦 目地 の位 置 は車 道 部 とな り完 全 に分 離 した構 造 と して い る。

図 -4

本橋 は既 設 RC橋 に車 道 を 2m拡 巾 し 、有 効 幅 員 を 75mに した橋 梁 であ る。

縦 目地 装 置 は PC橋 と RC橋 の タ フ ミの差 を考 えて分 離 した構 造 と した 。

図 -5

既 設 の橋 梁 は全 幅 員 2.2m、 有 効 幅 員 1.5m鋼 単 純 I桁 の歩 道 橋 で あ る。

都 市 計 画 道 路 の 新 設 に よ り新 た に車 道 幅 員 6_5m、 歩 道 幅 員 1.5mが 拡 巾 され 、

全 幅 員 106mの 橋 梁 とな った 。

既 設 橋 と新 設 橋 の縦 目地 位 置 を歩 車 道 境 界 と し、縦 目地 装 置 は鋼 板 とゴ ムパ

ッキ ン を使 用 した 目地 構 造 で 、既 設 橋 と新 設 橋 の タ フ ミ差 を考 慮 し 、可 動 構 造

と して い る。

図 -6

本橋 は既 設 橋 に車 道 を 2.33m拡 巾 した橋 梁 で あ る。

構 造 は完 全 に 分 離 して い る。
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図 -7

本橋 は車 道 幅 員の拡 巾、歩道 の新 設 に よ り拡 巾 され た橋 で あ る。

拡 巾 の 幅 は 41mで 既 設 橋 梁 の上 流 側 に車 道 拡 巾 で 30m、 下 流 倶Jに 歩 道 拡 巾

で 1.lmと して い る。

車 道 拡 巾部 は ポ ス トテ ン シ ョン T型 桁 、歩 道 拡 巾部 は プ レテ ン シ ョン中 空 桁

を採 用 して い る。

既 設 橋 梁 部 車 道 側 主 桁 の 上 フ ラ ン ジは 、鋼 板 を接 着 補 強 してい る完 全 な分 離

構 造 で あ る。

図 -8

本橋 は T字 交 差 点 の 一 端 を形 成 す る もの で 、摺 付 け部 の 曲率 を大 き くす るた

め拡 巾 され た橋 梁 で あ る。

拡 巾 の 幅 を必 要 最 小 限 に と どめ た た め 、 ば ち部 が生 じ る拡 巾構 造 とな った。

ば ち部 の構 造 は 支点 上 横 桁 を張 出 し、副 桁 を配 置 した構 造 と して い る。

縦 目地 は ば ち部 の 関 係 で 車 道 部 、歩 道 部 に跨 が って い るが構 造 は 完 全 に分 離

した 。

図 -9

本 橋 は T字 交 差 点 の 一 端 を形 成 して い た橋 梁 で 、道 路 整 備 計画 に よ って十 文

字 交 差 点 に変 更 され 、更 に 交 差 点 部 の 道 路 幅 員 の 拡 大 に よ り拡 巾 され た橋 梁 で

あ る。 各 道 路 との 摺 付 け の た め橋 梁 部 は ば ち部 の 生 ず る拡 巾構 造 とな って い る。

ば ち部 の主 構 造 は ポ ス トテ ン シ ョン方 式 中空 桁 で 、 支 点 上 横 桁 を張 出 し副 桁

を配 置 した構 造 と して い る。

ま た 、既 設 橋 梁 部 の 張 出 し床 版 の補 強 と して 、補 助 横 桁 を配 置 し 、縦 目地 方

向 に補 強 梁 を配 置 した 。

縦 目地 は ば ち部 の 関 係 で 、車 道 部 、歩 道 部 に跨 った が 、 構 造 は分 離 構 造 と し

て い る。

図 -10

本 橋 は既 設 橋 梁 に歩 道 部 を拡 巾 した場 所 打 ち桁 橋 で あ る。

縦 目地 部 は既 設 橋 梁 の地覆 外端 とな り、縦 目地 の 構 造 は バ ック ア ップ材 の上 に

シ ール 材 を流 し込 む程 度 の シ ール ロ地 を採 用 して い る。

構 造 は完 全 に分 離 した構 造 と考 え て い る。
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6-2.縦 目地 を設 けない場 合

縦 目地 が ない構 造は 、旧橋 と新 橋 を連結 す る構 造 であ る。

一期 工事 と二期工事 が連 続 して施工 され る場合 は考 えな い。

あ る期 間経過 して二期 工 事が施工 され る場合 を考 え る。

(1)前 以 って計画 され た場 合

A)工 場製品 桁 (プ レテ ンシ ョン桁 )

I型 桁 (JIS A 5313, JIS A 5319)、 中 空桁は継 手 (カ ップ ラー )に

よ って継 ぐ。 この場 合 、材令 の違 いに よ る反 り量 が違 うた め、施工誤 差 も

考 えて新橋 の横締孔 を大 きくす る必要 が あ る。 この と き継手 の間隔 は 、場

所 打 ちコンク リー トとな るため、鉄筋 で補 強 しな くてはな らない。

T型 桁 (JIS A 5316)は 桁高 が高 いた め、 プ レス トレスに よ る反 り量 が

I型 桁 、中空桁 よ り大 きく、また 、材令差 に よるク リープ量 も大 きい。

工場製品 で あ るた め底版 を下 げ越 す ことが で きず 、反 り量の調整 が難 か

しい。 やむ を得ず計 画 す る場合 は 、上記 の点 を検討 してお く必 要 が あ る。

B)現 地製作桁 (ポ ス トテ ン シ ョンプ レキ ャス ト桁 )

工 場製品 よ りも反 り量 に対 す る対応 は容易 にで きるが、材令差 に よ るク

リープの反 り量 につ い ては問題 が生 じる。 このため、新橋 の シース を大 き

くす る ことと継手 に工 夫 が必要 であ る。 また 、間詰 コ ンク リー ト巾 を大 き

くす る方 法 も良い。 この場合鉄筋 の補強 が必 要 であ る。

C)場 所打 ち (支 保工 )桁

床版 、横桁 の構 造 が プ レス トレス トコンク リー トの場合 は、ポス トテ ン

シ ョンプ レキ ャス ト桁 に準 ず る。

鉄筋 コンク リー トの場合 は容易 に対応 す る ことがで きる。

(2 前以 って計画 され て い ない場合

A)工 場製 品 (プ レテ ン シ ョン桁 )

I型 桁 (JIS A 5313, JIS A 5319)

T型 桁 (JIS A 5316)は 完 全 に連 結 す

設 け るが横 桁 を増 加 し 、旧 橋 と新 橋 を P

新 橋 の 撓 み差 を無 くす 方 法 とす る。

、中 空桁は困難 であ る。

るこ とは無 理 で 、床版 は縦 目地 を

C鋼 材 または鉄筋 で継 い で旧橋 を

B)現 地製作桁 (ポ ス トテンシ ョンプ レキ ャ

床版 の縦 目地 は盲 目地 とし、プ レテ ンシ

卜桁 )

ン桁の T桁 と同 じ方 法 で行 な
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つ 。

C)場 所 打 ち (支 保 工 )桁

横 方 向 が プ レス トレス トコ ン ク リー ト構 造 の 場 合 、床 版 橋 で は作 業 が 困

難 で あ る。

箱 桁 橋 で桁 高 が低 い 場 合 は横 桁 を新 し く設 け る こ とが 困 難 で あ る。

横 方 向 が鉄 筋 コ ン ク リー ト構 造 の場 合 、旧 橋 の床 版 を や り直 す こ とが で

き る。 ま た 、横 桁 を増 加 し、鉄 筋 を樹 脂 ア ン カ ーす る こ とに よ って鉄 筋 コ

ン ク リー ト構 造 の横 桁 を設 け る こ とが 可 能 で あ る。
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種  別  6-2

図 -1

本橋 は道路幅員構成 の変 化 に伴 い車道 及 び歩道 を拡 巾 して全 幅員 18.Omと し

た橋 で あ る。

主桁 は プ レテ ンシ ョンT桁 で あ るので新設耳桁 は特殊 断面 を採 用 して 、床 版

を補 強 してい る。

また 、既設桁床版補強 は鋼板 接着工 法 で処 理 してい る。

横 桁 も既設耳 桁 と連結 して一 体構 造 とした。

図 -2

本橋 は既設 橋 に歩道 を 2.5m拡 巾 した橋梁 で あ る。

縦 目地 を盲 目地構造 とし、縦 目地 を補 強 す ると と もに、横 桁 を既 設橋 と新 橋

の間 に設 け新 旧の橋 を一体 構造 とした。 この ため 、既設橋梁 の横 桁近 くに穿孔

を して鋼 材 で緊結 してい る。

図 -3

本橋 は既 設橋 の拡 巾工事 であ り、特徴 は旧橋 (既 設 )部 の張 出 し床版 の上縁

部 に鋼 板 (t=4.5 mm)を 接着 し、また、新 橋部 よ り支 える構 造 とした事 で あ る。

計算上 は鋼板 で対処 す るよ うに してい る。

新 旧 の横 桁 は連結 し一体 構造 としたが横分配 は考慮せず 、新 橋部 のみ で荷重

分配 を行 った。 また、新 旧 の取 付 け部 は タワ ミの影響 を考慮 して緩衝材 を挿入

した。

横桁 の連結 は 旧橋部 ウエ ブを削孔 し設 けた。

図 -4

本橋 は路線 計画 に よ り車 道及 び歩道 を拡 巾 した例であ る。車道部 に拡 巾の 目

地が あ るた め、構造体 を分割 す れば荷重 に よ る撓 み差が生 じ望 ま し くない。 こ

のため 、構 造体 を 47m間 隔 に設 けた横桁 で結 合 し。 かつ 目地部 が弱点 とな る

ことを補 強梁 で補 ってい る。計算 上 は単体構造 で耐 える工 法 とし、分配 は考 え

ていない。

図 -5

本橋 は車道幅 員 を 2m拡 巾 した もの で あ る。

拡 巾部 には単 純箱桁 を架 け渡 し縦 目地補強 として、約 3m間 隔 に設 けた横 桁

で結合 してい る。 この横 桁 は受 梁 を受 け てお り、受梁 は縦 目地 の補 強 の 目的 を
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満 足 させ てい る。結合 方 法 としては既 設 橋 への耳 桁 と拡 巾桁 を PC鋼 棒 で連結

す るこ とに よ リー体構 造 と した。 この こ とによ り撓 みの差 はな くな る。 ただ し、

ク リープの影響 は無視 してい る。

図 -6

本橋 は ON,OFFラ ンプ新設 に よ り既 設橋 を両側拡 巾 した橋梁 で あ る。

既設 の橋 は合 成桁橋 であ るの で地覆 、壁高欄及 び床版 の一部 を取 除 き支点横

桁 を既 設橋 の耳 桁 とPC鋼 棒 に よ り緊結 した。 また、中間横桁 は既 設桁 2本 と

連 結 し一体 構造 としてい る。
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第 7章 プレス トレス トコンクリー トについて



第 7章 プレス トレス トコンクリートについて

概  要

橋梁 は 、人 と生活 とのつ な が りの上 で重要 な役割 をはたす と同時 に 、現在 の交

通手 段 と して欠 くこ とので きない構造物 で あ り、河 川 や渓谷 を渡 る もの とされ て

い た時代 か ら、都市 内高架橋 、立体交差 橋 として多 用化 され る時代 を経 て 、海 峡

を渡 る長大橋時代 へ と発展 して きた。

これ らは時 代の要 求 に応 じて、設計・ 施工・ 材料 の それ ぞれの分野 での進歩 に

負 う もの であ り、特 に施工 の分野 におい ては可 能な限 りの機 械 化施工 を導 入 す る

こ とに よ る、省力化・ 単純 化 され た施工 法の進 歩 に よる もの であ る。

橋梁 の分野 に、 コ ンク リー トを素材 とした鉄筋 コ ンク リー ト橋 が架 け られ たの

は 、 1873年 に Joseph Monier(フ ランス )に よる ものが最初 であ る。

以来 、 1世 紀 あま りの間 に 、コ ンク リー ト構 造 に使 用す る材料 、設 計 、お よび

施 工 法の それ ぞれの分野 にお け る著 しい進歩 に よ り、支間 300mを 越 え る大橋梁

の架 設が可 能 とな って きた。 現在 世界 で最大級 の橋梁 は、アーチ橋 では 、最大 ス

パ ン 3048mの Gladesvi H e橋 (オ ース トラ リア、 1964年 )、 そ して桁橋 では ス

パ ン 260mの G ateway橋 (オ ース トラ リア)が 架設 されてい る。我 が国 におい て

本格 的 な鉄筋 コンク リー ト橋 が誕 生 したのは、 1909年 に仙 台市 に架 け られ た広

瀬 橋 (支 間 16_25mの 4主 桁 の T型 橋 )で あ る。

プ レス トレス トコ ンク リー ト (以 下 PCと 呼 ぶ )橋 は、 1952年 に石川県 七尾

市 に架 け られ た長生橋 が最初 であ り、工 事規模 は、橋長 11.60m、  3径 間 の プ レ

テ ン シ ョン方式 の、逆 TttP C桁 を用 い た合成床版 橋 であ る。

プ レス トレス トコ ンク リー トの概念 は 、 1886年 P.H.Jackson(ア メ リカ )お

よ びW.Doehring(ド イッ )が イ固別 に プ レス トレス トコンク リー トを開発 した こ

とに始 ま る。 そ して その後多 くの研究 が行 われ たが 、 これ らは普 通棒鋼 を使 用 し

て プ レス トレスが導 入 され て お り、 コンクリー トのク リープなどに よ るプ レス トレ

ス の損失 に よ って失敗 に終 ってい る。

その後 、 1928年 D ishinger(ド イッ )お よび Freyssinet(フ ランス )に よ っ

て高強度 の コ ンク リー トと、高強度 の鋼 材 を使 用 して初 めて実 用化 に成功 す るこ

とが で きた。 その後 第二次世 界大戦 に よ り実用化 の空 自時代 を経 て、戦後 に著 し

い発 展 を とげ、 1950年 には早 く も鉄筋 コンク リー ト橋 の記録 を破 るスパ ン 82.4

mの 自碇 式 ラーメ ン橋 (Ulm Garstar橋 、 ドイツ )が 架 設 され た。

我 が国 にお け る PC技 術 の研究 は、 1939年 に吉 田宏彦教 授 に よ って、鋼 弦 コ

ン ク リー ト (Stahisaiten Beton)が 始 めて紹介 され 、 1943年 頃 よ り坂 静雄 、

吉 田教授 らに よ り試 験研究 が始 め られた。国鉄技術 研究所 で は仁 杉巌博士 に よ り

プ レテ ン シ ョン部材 の製造 法 の研究 が行 われ、 1952年 には Freyssinet工 法 が
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国 内 に本格 的 に技 術導 入 され 、ポ ス トテ ン シ ョン方 式 に よる PC構 造物 の建 設 が

始 め られ た。
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7-1 プ レス トレス トコンク リー トの原 理

コン ク リー トの部材 に外力 が作 用 した とき、部 材 に生 じ ると考 え られ る応 力

度 に対 して、 この応力度 を打 消 す よ うに 、あ らか じめ コン ク リー ト部材 に応 力

度 を導 入 してい る一種 の鉄筋 コ ンク リー ト (以 下 RCと 呼 ぶ )で あ る。

プレス トレス トコンクリー ト

P C
自重作用
状  態

鉄 筋 コンク リー ト

R  C

外力

供
力作

墨軍
===豊=王=コ

プレス トレスカ

プレス トレスカ

プレス トレスカ
外力除荷
状  態

①
プレストレス

外力作 用時 に断面 に

生 じてい る応 力状態

③
プ+自

④   ⑤
外カ   プ+自 +外②

瞳

Ｐ

一
Ａ

〓Ｃσ
― P
十 W  ep

Mo
W

M′

W

Ｐ
　
Ａ
　
Ｗ
　
　
ｐ

Ｍ

ｅ

中式

ｂ

目

Ｂ

プ レス トレス ト

自重 に よ る応 力 度

外 力 に よ る応 力 度

σcO=±

σc′ =±

プレス トレスカ

部材の断面積=bh

部材の断面係数 =平

プレス トレスカの偏心量

曲げモーメント

荷重作用

状  態

ス
態

レ
状

朴
昴
①

レ
に

プ
カ

に
態重

獄
②

自

よ
自重+プレストレス
カ に よ る 状 態

③

に
態力

獄
④

外
よ

自重+プレストレス+
外 力 による状 態

⑤
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自重十プレス トレス
に よ る 状 態

③

>σ cat′

σcottσ c    (プ レス トレス導入直後の許容応力度 )

<〔 σ cat

時
態舗状

の
る
⑤

励
よ

全

に
)>σ ca

σ cott σc′ +σ c   (設 計荷重時の許容応力度 )

<σ  ca′

検 討 す べ き応 力 の状 態
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7=2.プ レス トレス トコ ンク リー トの特徴

プ レス トレス トコンク リー ト (以 後 、 PCと 略称 す る )は 鉄筋 コ ンク リー ト

に比べ 、か な りの特徴 があ る。

PCと い うのは 、死荷重 、活 荷重 な ど作 用 外力荷重 に よ って生 ず る応 力度 を、

あ らか じめ その応 力度 を打 ち消 す よ うに内力 が与 え られ た コ ンク リー トの こと

であ る。 この内力 に よ る応 力 の こ とをプ レス トレス (P re― Stress)と い う。

PCが 鉄筋 コ ンク リー トと著 し く異 な る点 は 、高強度 の材料 を用 い るこ とで

あ る。 高強度鋼材 の強度 を有効 に利 用す るためには、最初 か らこれ に引張応 力

度 を与 えておか な けれ ばな らな い。

高強度鋼 材 を緊張 してプ レス トレス を与 え、 これをコ ンク リー ト部材 に定着

して コ ンク リー トにお け るひびわれ を防止 で きるよ うな応 力度 をコ ンク リー ト

に与 え る こ とがで きる。 この よ うに して 、 コ ンク リー トの断面 全体 が有効 とな

り、荷重 に よってお こる曲 げ引張応 力度 を も、受 られ るよ うに な る。鉄筋 コン

ク リー トで は中立 軸 よ り下方 の 引張側 コ ンク リー ト部分 を無視 す ることに して

い るが 、 PCの 場 合 は コンク リー トの全 断面 を有効 に働 かせ る こ とがで きる と

ころが異 な る。

次 に 、 PC鋼 材 をわ ん曲 させ て曲 げ上 げて配置 す るこ とに よ り、 コンク リー

ト断面 に作 用す る荷重 のせ ん断 力 を著 し く減少 させ るこ とがで き、 さ らに、部

材軸方 向 に作用 す るプ レス トレス (圧 縮 応 力度 の場合 )に よって斜引張応 力度 を

非常 に小 さい もの とす るこ とが で きる。 したが って同 じせ ん断 力 を うけ る場合

の鉄筋 コ ンク リー トに比較 して 、腹 部 の断面 を薄 くす るこ とが で きる。

高強度 コ ンク リー トは、鉄筋 コ ンク リー トにおいては経済 的 に利 用す るこ と

が で きない。 なぜ な らば高 強度 コ ンク リー トを用 い ると、断面 寸 法 は小 さくな

るが、普 通 に用 い られ る鉄筋 の許 容応力度 では 、鉄筋量 が増大 して不経済 な も

の とな る。 これ に反 して PCで は 、高強度鋼材 を経済的 に利用 す るためには高

強度 コ ンク リー トが必要 とな る。 この よ うな高強度材料 を用 い て大 きい許 容応

力度 が利 用 で きるので 、断面寸 法 は小 さ くな り、同 じ設計荷重 に対 して、鉄筋

コンク リー トよ りも部材 自重 が軽減 され 、スパ ンを大 き く、非 常 にス レンダ ー

な構 造 にす るこ とがで きる。

PCの 禾J′点

1)高 強度 の材料 を有効 に利 用 で きる。

コ ンク リー トは圧縮 に強 い材料 であ るが 、 PCで は 、 コ ンク リー トを

主 として圧縮 材 として使 用 してい る。

PC用 鋼 材 は、細 い線 材 として使 用す るので高強 度 を得 やす く、純 引
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張材 として働 くので効率 が よい。

・  PCで は 、荷重 に よる鋼材 の応 力変動が小 さ く、 PC鋼 材 の疲 労強 度

に対 して十 分 の余裕 があ る。

2)部 材 の全 断面 を有効 に利 用 で きる。

・  プ レス トレスによ って、 コ ンク リー ト断面 の引張側 を も考 慮 に入れ て

応 力度 計算 をす るこ とが で きるの で、桁高 が減少 で き、 自重 を軽 減 させ

る こ とが で きる。

・  PC構 造物 は、長大 スパ ン、大 きい荷重 を受 け る場合 な どに有 利 で、

非常 にス レンダ ーにで き、美 的要 求 に応 え ることがで きる。

3)ひ びわれ が発生 しない よ うに設 計がで きる。

・  PCで は 、 ひびわれが
―
発生 しな い よ うに設計 がで きるの で 、鋼材 の腐

食 に対 す る危 険性 が少 な く、高品質 の コンク リー トを使 用 す るの で中性

化 も遅 く、塩 分 や、亜硫 酸 ガスな どの化学作 用 に対 して抵 抗 が大 きく耐

久 性 に優 れ てい る。

・  水密性 に富 むので貯蔵 容器 な どに もよ く用 い られ る。 ま た 、過大 な荷

重 を受 けて、万一 ひびわ れ を発生 した として もこの荷重 を取 り去 れば 、

ひびわれ は完全 にその口 を閉 じ、静荷重 だけの ときには全 く認 め られ な

い よ うにす る ことが で きる。

・  弾 力性 が大 きく、復元 性 が強 い ので、衝撃荷重 、繰 り返 し荷重 な どに

対 す る抵 抗 は鉄筋 コ ンク リー トに比較 して大 であ る。

4)た わみが小 さい。

・  ひ びわれ が発生 しないの で全 断 面 の コンク リー トが利 用 で き (断 面二

次 モ ーメ ン トは、ひびわれ を発生 した断面 の場合 に比較 して 、 2～ 3倍

にな る )る の で、活荷重 に よ るたわ みは小 さ くな る。

5)組 立 岡1結 構 造 が造 りやす い。

・  プ レキ ャス ト製品 とす るこ とが で きるので、運搬架設 が便 利 で 、工期

の短縮 が で きる。 プ レキ ャス ト製 品 の接合 も比較 的容易 で あ り、部材 を

接 合 ,緊張 す ることに よ り、短期 日で大 きな構造物 を造 る こ とが で きる。

6)安 全 性 を最 初 に確 め る こ とが で きる。

・  あ る構 造物 が、他 の構 造 よ りも特 に安全 であ るか どうか を比較 す る こ

とは容易 で はない。 しか し、 PCで は プ レス トレッシングの際 に最大 応

力度 を、 コ ンク リー ト、 PC鋼 材 は受 け る。

・  プ レス トレス を与 える ときに、 PC鋼 材 は最 も大 きい引張 力 を受 け 、

また 、 コンク リー トは圧 縮 側 で最 も大 きな圧縮 力 を、引張 側 は最 も小 さ

い応 力 を受 け る。
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・  プ レス トレッシングの作 業は材 料 の試 験 を実施 してい るよ うな もの で

あ るか ら、 この際安 全 で あ ったな らば、普 通の設計 荷重 の範 囲 内 では十

分安 全 で あ る、 と考 えて よい。

・  プ レス トレス トコ ンク リー ト部材 は破壊 の前兆 (変 形 が相 当大 きい )

が明瞭 で あ り、 これ は構 造 物 の安全度 の点 か らは大 切 な性質 であ る。
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8-2.桁 高 と支 間 の関係
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床 版橋 の支 間 と

に運コヨ量

版 厚 (TL-20)

′
′

―‐―中実床版橋
―――単純中空孔あき床版橋

一
連続中空子Lあ き床版橋

O―●JIS A 5313ス ラブ桁

（３
）
殴

塁

4 6 8101214161

支 間 (m)

構造形式 に応 じた箱桁橋の標準的な支間桁高比

構 造 形 式
支間桁高比 (H/L)

中 間 支 点 支間中央 〔注〕

単 純 桁 1/18～ 1/22

連 続 桁 1/16～ 1/25 1/25～ 1/45

有 ヒンジラーメン 1/18～ 1/20 1/30～ 1/60

支間 (L)

桁高 (H)

支間 (L)

桁高 (H:中 間支点 )

桁高 (H:支間中央)

/
/

]Eコ  [
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ポス トテンション方式単純 T桁橋の支間 と桁高の関係

(建設省標準設計 )
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8- ３

　

　

１

橋梁 計画 に 当 って

桁 下 高 と余裕高

1)桁 下高 は計画堤 防高 (計 画 高水位 +余 裕高 )、 また は現堤 防高 の どち ら

か高 い方 以上 とす る。 (令 64条 )

2)高 潮区 画 に当 っては計画 高 潮位 以上 とす る。 (令 41条 )

3)背 水区 間 にあ っては背水位 (本 川 HWL)以 上 とす る。 (令 42条 )

4)橋 面 (こ の場合 は地覆 を指 す )は 高潮区間 、背水区 間 におい ては 、計画

堤 防高 または現堤 防高 の どち らか高 い方以上 とす る。

計画高水流量(m3/seC) 余 裕 高 (m)

200未満 0.6

200以上   500未 満 0.8

500以上   2,000未満 1.0

000以上   5.000未満 12

000以上  10,000未 満 1.5

10,000以 上 2.0

背水区 間に お け る橋 の桁下高 の特 例

本川の余裕高

本川の背水位

支川の余裕高

-229-



2.橋 台 の位 置

川 幅 が 50m

に 設 け て は な

川幅が

以上 の場 合 は流下 断面 図内 に 、 50m以 下 の場合 は表 法肩 線以 内

らない。 原 員Uと して堤 防 の 法線 に平行 に設 け る。 (令 61条 )

50m以 上 の場 合

高 水 法 線

川幅が 50m以 下の場合

、`ィ堤防断面
＼

3_橋 脚 の位 置及 び大 き さ

1)楕 円形 の もの を原 則 とし、流 心方向 に設 け る。 (令 62条 )

(緩 和 の規定 )

構造物 水平 断面 が極 めて小 さし

橋脚 に作 用す る荷重 が極 めてメ

流水 の方 向が不 確定

の 河積阻害率 … …    × Ю O∽

一般橋 では 4～ 5%を 目標値 とす る。

3)根 入 れは低水路 で計画河 床 または最深河 床 の低 い方 よ り2m以 上 、高 水

敷 で lm以 上 とす る。

河床 に岩盤 が露 出 す る場合 は フーチ ング を低水路下 に設 けて よい。
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4.径 間 長

1)次 式 に よ り求 め られ る値 以 上 とす る。 (令 63条 )

ただし、 2,000m3/seC以 上で省令で定められるものを除 く。

L=20+0005Q

L:径 間長 (た だ し、 70m以 上 となる場 合 は70mで よい )

Q:計 画高水流量

川幅50m以 内の橋長対象長

(63条 1項 )の ただ し書 の説 明

前図の橋 長対象長 を aと す ると、 a÷ Lで 余 った長 さを各径 間長 に接 分

し、基準径 間長 Lよ り 5m増 す場 合 は 、 a÷ (L-5)と して径 間長 を再 計

算 して径算 長 を決定 す ることがで きる。

〔例〕 L=35 m a=200m

径 間数 =200÷ 35 …… … ………≒ 5ス パ ン

5ス パ ンの長 さ 200÷ 5=40mは (L+5m)以 上 であ るので 35m―

5mで 再 計算 す る。

200÷ (35-5)=6_67… ・≒ 6ス パ ン

1ス パ ン の 長 さ 200÷ 6=33_3m>(L-5)と な る

の で 6ス パ ン で 可 と な る 。

2)河 川管 理上著 しい支 障 を及 ぼすお それがな い と認 め られ ると きは次 表 に

よ る。 (63条 3項 )

計 画 高 水 流 量 河 幅 径 間 長

500m3/seC未 満
30m以下

30m以上

12.5m

15_Om

500以上～ 2,000未満 200m

川幅50m以 上 。高潮・背水区間の橋長対象長
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3)近 接 橋 の特 則

(1)基 準 径 間長 L以 内 の位置 に架 設す ると きは 、在 来橋 の橋脚 と同一位 置

とす る。

(2)L以 上 で川幅 以 内 (200m以 上 の ときは 200m)の 位 置 に架 設 す る と き

は、径 間中央 の見通 し線上 に設 置 す ることが で きる。

8-4.砂 防指定河 川 にお け る基準

1.桁 下高 と余裕高

(1)橋梁 の桁下 高 は計画 護岸 高 (計 画高水位 に河 川 としての余裕 高 を加 えた

もの )に 流水 の流 出 な どを考慮 した余裕 高 を加算 した高 さ以上 とす る。

H:計画高水位

∠H:河川 としての余裕高

h:橋梁 としての余裕高

H十 ∠H:計画護岸高

H十 ∠H tt h:桁 下高

(2)河 川 と して の余 裕 高 は原 則 と して 、 ラ シ ョナ ル式 に よ って計 算 され た 計

画 洪 水 流 量 に よ って決 定 す る もの と し、次 表 の 数字 を下 まわ って は な らな

い 。

計画高水流 量 余裕高

200m3/seC未 満  06m
200～ 500m3/seC  O.8m

500m3/seC以 上   1.om

ただ し、余裕高 は河 床勾配に よって変化す る もの とし、計画高水位 (H)

に対す る余裕高 (ZH)と の比 (∠ H/H)は 次表 の値以下 とな らない よ うに

す ること。

在 来 橋

∈)の とき
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勾  配
1。

未 満

11以上

∴
未満

∴
以上

5t未満

ξO以上

,0未満

′0 以上

1:0未 満

1:0以上

1:0未 満

値州
一Ｈ

05 0.25 020 0.10

(0 橋梁 としての余 裕 高 は 0.5mを 原則 とし、 現況 または現計画 で河 川 とし

ての余裕高 が前項 の高 さを上 回 ってい るときで も、原則 として 05mと する。

(注 )急 流河 川 にお いては流 送 され る軽石 や波高 に よ る影 響 、その他水

理特 性 な どか ら計画洪水流 量 の みで余裕高 を決定 す るこ とは危険 が

大 きいため、後段 におい て計画高水位 に対 す る余裕 高 の比 に よ って

一 つ の基 準 と した ものであ る。 この値 については 、実態 調査 か らそ

れ らの最小 値 を とった もの で あ る。

橋台 の位 置

1)橋 台 は護 岸 法肩 か ら垂直 に下 した線 よ り後 退 させ て設 け る もの と し、地

形 、用地 な どの状 況 か らやむ を得 ない場合 に は護岸 法線 に合 わ せて 、流水

の疎 通 に支 障 のな い よ うなめ らか に接続 す る こと。

2)橋 台 は原 則 として 自立式 とす る。 ただ し、支間長 5m以 下 で幅員2.5m未

満 の橋梁 において は 、 この限 りではない。

3)1)後 段 で橋 台 の前面 を護岸 法合 に合 わせて設 けた橋台の基 礎敷高 は、護

岸 の基礎 と同高 または それ以下 とす る。 この項 を要約 す る と、
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(1)護岸 法肩 か ら後退 した場合 (標 準 )

IIWL ZH
ン ー

ー ー
ー ー ー

河川管理施設など構造令第61条 4項で

規定……どちらか下位置をとる。

橋台の型式は任意 (橋梁規模、地質などによ り
決定 されるもの )

この項①前段で規定……この線より後退させる。

護岸 法線 に合 わせ た場合 (や む を得 ない場 合 )

この項 1)後段で規定……護岸法線に合わせる。

橋台の形式は任意 (橋梁規模、地質などにより
決定 されるもの )

この項 3)で規定………護岸基礎敷高以下

上 図 の よ うにな る。 これは護岸構 造物 の弱体 化 を防止 す るとと もに、砂防

施 設 と道路 施設が各 々独立機能 を床有 す る構 造 とし、万一災害及 び復 旧 に

際 して送路 施設の機 能 を保持 し得 る もの としてい る。

なお 、護岸構造物 に裏込 材が あ る場合 、 これ よ り後 退 させ る。

0 2)の 項 のただし書 きは、 通常人間 、テ ー ラー、軽 自動車程度 の比較

的荷 重 の小 さい もの を対象 とした幅員 2.5m未 満 で支 間長 5m以下の上

部工 の 自重 も小 さい場 合 (T-3t以 下 )を 対象 と してい る橋 台 は 、 こ

の基 準 (案 )に よ らな くてよい とされ てい る。

141 い の場合 で あ って も、護岸 施設 を橋台 として直接 利用す るこ とのな

い よ うに し、や む を得 ず護岸 法線 に合 わせ る場 合 (り にすべ きであ る。

また 、護岸 法線 か ら後退 させ た場合 、基準 に よ る橋台底面 と計画護

岸高 の 1/2を 目安 とす る。
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基準によらない橋台底面

基準による橋台底面

橋 脚 の位置 及 び大 きさ

1)橋 脚 の形 状 は原 則 として、小判型 または円形 とし、 その方向 は洪 水時 の

流 水 の方向 に平行 とす る。

2)底 版 の上面 の深 さは原則 として 、計画河床 高 か ら 2m以 上低 くす る もの

とし、最低河 床 高 が計画河 床 高 よ り2m以 上 低 い場合 は最低河床 高 以下 と

す る。 ただ し、直下流 に床 個 、帯工 な どの河 床低下 防止工 が存在 す る場合 、

または基礎 が岩盤 で あ る場合 は この限 りでな い。

4.径 間 長

径 間長 (斜 橋 または 曲線橋 の場合 には 、洪水時 の流 水方向 に直 角 に測 った

長 さ とす る )は 計画洪 水流量 、流 水 の状態 な どを考慮 して、洪水時 の流水 に

著 しい支障 を与 えない長 さとし、計画 洪水流 量 が 500n13/seC未 満 の河 川 では

15m以 上 、 500n13/seC以 上 、 2,0 0 0 nl・
3/seC未 満 の河川 では 20mと す る。単径

間の場合は高水位 法線 幅 以上 とす るこ と。 ただ し、高水位 法線 の幅が 30m以

下 の河 川 では 、原則 として中 間 に橋脚 を設 けな い もの とす る。
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オL幌市中央区南 2条西 3丁 目(オL幌南拓銀ビル)

日本高圧コンクリー トい内
〒 060 電話(01!)24:-7:0:

FAX(oll)231-3885

仙台市一番町2-!― !(振興相互銀行ビル)

ピー・エス・ コンクリー ト佛仙台支店内
〒 980 電話(022)266-8377

FAX(022)223-5617

東京都新宿区西新宿:-21-!(明 宝ビル)

日本鋼弦コンクリー ト輸東京支店内
〒 :60 電話(03)342-3640

FAX(o3)343-5285

新潟市東大通|-2-23(北 陸ビル)

ビー・エス・ コンクリー ト輸新潟営業所内
〒 950 電話(025)247-3791

FAX(025)243-1488

名古屋市中村区名駅3-25-9(堀 内ビル)

い安部工業所名古屋駅前事務所内
〒 450 電話(052)541-2528

FAX(052)561-2807

大阪市西区西本町|-3-:5(大 阪建大ビル)

ピーシー橋梁佛内
〒 550 電話(06)533-38‖

FAX(06)533-38:7

広島市東区光町2-6-3:
極東工業輸内
〒 730 電話(082)262-0474

FAX(082)264-3728

高松市中新町2-9(富 士ビル)

住友建設佛高松営業所内
〒 760 電話(0878)31-1260

FAX(o878)61 -7893

福岡市中央区天神2-12-|(天神ビル)

富士ピー・ エス・ コンクリート伸内
〒8:0 電話(092)75!-0456

FAX(092)721 -3465
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